
ごど毛ごの曝fd6
~なんでこんなにミたばこの吸い殻ミが~
29日、市内小学校の4年生から 6年生30人と、ごみ減量アドバイザ-17人による

「こどもごみ探偵団」が行われた。

これは、市が上田市ごみ減量アドバイザ一事業の一環として、「ごみ減量の必要

性を、子どもたちに感じてもらえればJと、毎年夏休みに行っているもので、今年

で3回巴になる。

子どもたちは、好みのおやつを買い求めた後、 7グループに分かれ、ビニール袋

片手に「ここにもあった、あそこにもある」とごみ拾いに奮闘した。その後クリー

ンセンターで、拾ってきたごみの分別作業、おやつからでたごみを含めた調査・研

究、クループ発表を行った。

発表の中では、「たばこの吸い殻や空き缶など、たくさんのごみが捨ててあって

驚いたJrおやつのごみには燃やしてはいけないごみが多いことがわかったJrごみ
はできるだけ出さないようにしようと思った」などの意見が出された。

子どもたちはこの学習を通し、いろいろな発見と、ごみ減量の大切さを感じてく

れたことだろう。 9月 1白からはペットボトルの資源回収が始まる。皆さんも、も

う一度身近な環境保全について考えてみてはいかがでしょうか。
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g 
周

日

準
会
場
6

a

上
田
市
で
は
、

9
月
1
日
の
「
防
災
の
日
」
に
併
せ
、
毎
年
、
上
田
市
地
震
総
合
防
災
訓
練
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
も

9
月

1
日
制
の
午
前
中
に
、
中
央
地
域
を
重
点
に
実
施
し
ま
す
。

大
規
模
直
下
型
地
震
に
よ
る
中
心
市
街
地
に
お
け
る
同
時
多
発
型
の
災
害
発
生
を
想
定
し
、
災

害
に
対
し
各
人
・
各
機
関
が
的
確
な
行
動
が
と
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
旧
第
一
中
学
校
を
中
心

に
、
東
小
学
校
等
周
辺
の
各
種
施
設
を
使
っ
て
、
火
災
想
定
訓
練
、
避
難
誘
導
訓
練
、
救
助
・
救

出
訓
練
、
初
期
消
火
訓
練
、
応
急
救
護
訓
練
、
救
援
物
資
輸
送
訓
練
、
応
急
給
水
・
浄
水
訓
練
、

給
食
訓
練
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
訓
練
な
ど
各
種
訓
練
を
行
い
ま
す
。

圃
防
災
訓
練
に
参
加
し
よ
う
1

阪
神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

4
年
半
以
上
が
過

ぎ
ま
し
た
。

震
災
の
記
憶
が
徐
々
に
薄
れ
て
い

ま
す
が
、
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん。
い
ざ
と
い
う
と
き
の
対
応
を
再
確
認
す
る
た

め
に
も
、
自
治
会
等
が
主
催
す
る
防
災
訓
練
へ

の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
各
企
業

・
事
業
所
等
に
お
い
て
も
訓

練
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

訓
練
当
日
、

訓
練
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
は
午
前
日
時
ま
で
に

旧
第
一
中
学
校
(
訓
練
受
付
場
所
)
に
お
集
ま

り
く
だ
さ
い
。
会
場
で
行
わ
れ
る
給
食
訓
練
、

救
援
物
資
集
配
訓
練
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

圃
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
の
皆
さ
ん
ヘ

9
月
1
日
の
訓
練
の
一
つ
と
し
て
、
ア
マ
チ
ュ

ア
無
線
を
使
っ
た
情
報
収
集
・
伝
達
訓
練
を
行

い
ま
す
。

現
地
災
害
対
策
本
部
(
旧
第
一
中
学
校
)
等

に
ア
マ
チ
ュ
ア
無
線
局
を
開
局
し
、
メ
リ
ッ
ト

交
換
を
行
い
ま
す
の
で
、
ア
マ
チ
ュ
ア
局
で
ご

参
加
い
た
だ
け
る
か
た
は
、
最
寄
り
の
場
所
か

ら
ご
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
訓
練
時
間

8
時
お
分

1
日
時
羽
分

マ
使
用
周
波
数

1
4
4
M
H
z
帯

①
1
4
5
・6
8
M
H
z

(
メ
イ
ン
周
波
数
)

[2 ] 

②
1
4
4
・6
8
M
H
Z

4
3
0
M
H
z
帯

①
4
3
3
・6
8
M
H
z

(
メ
イ
ン
周
波
数
)

②
4
3

2
・6
8
M
H
z

③
4
3
1
・6
8
M
H
z

・
問
い
合
わ
せ
総
務
課
(
固
⑫
5
3
3
2
)

消
防
本
部
(
固
⑫
0
1
1
9
)

11. 8.16 

圃
交
通
規
制
に
ご
協
力
を
1

こ
の
訓
練
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、

当
日
は

訓
練
会
場
周
辺
に
お
い
て
交
通
規
制
を
行
い
ま

す
。
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す

(左
図
参
照
)
。



防

災

sあ
な
た
に
も
で
き
る
日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

s

い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害
、
日
ご
ろ
か

ら
災
害
を
意
識
し
、
そ
れ
に
対
す
る
備
え
を
し

て
い
る
か
。
そ
れ
が
あ
な
た
の
生
死
を
分
け

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
分
を
、
そ
し
て
家
族
を

守
る
た
め
で
き
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
/

-
家
庭
内
の
危
険
箇
所
を
点
検
し
よ
う
グ

①
た
ん
す
、
本
棚
、
照
明
器
具
の
固
定
具
合

は
ど
う
で
す
か
?

②
ブ

ロ
ッ
ク
塀
が
倒
れ
た
り
、
屋
根
が
わ
ら

が
落
ち
た
り
し
ま
せ
ん
か
?

-
わ
が
家
の
防
災
会
議
を
開
こ
う
グ

①
災
害
発
生
時
の
家
族
一
人
ひ
と
り
の
役
割

分
担
は
決
ま
っ
て
い
ま
す
か
?

②
家
族
が
離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た
と
き
で
も

あ
わ
て
な
い
よ
う
、
災
害
時
の
集
合
場
所
・

連
絡
先
・
連
絡
方
法
を
決
め
て
あ
り
ま
す

か

?

③
避
難
場
所
・
避
難
ル

!
ト
が
わ
か
っ
て
い

ま
す
か
?
(
広
域
避
難
場
所
は
下
表
の
と

お
り
)

-
非
常
持
ち
出
し
晶
の
点
検
・
調
達
を
し
よ
う
グ

①
リ
ュ

ッ
ク
な
ど
非
常
持
出
袋
に
入
れ
て
あ

り
ま
す
か
?

②
す
ぐ
に
取
り
出
せ
る
と
こ
ろ
に
置
い
て
あ

り
ま
す
か
?

③
赤
ち
ゃ
ん
、
お
年
寄
り
、
病
人
な
ど
家
族

構
成
に
応
じ
て
準
備
し
て
い
ま
す
か
?

④
食
品
な
ど
は
賞
味
期
限
が
過
ぎ
て
い
ま
せ

ん
か
?

-
避
難
の
ポ
イ
ン
ト

避
難
は
『
早
め
に
』
『
徒
歩
で
』
『
集
団
で
』

そ
し
て
『
持
ち
物
は
最
小
限
に
』

①
避
難
す
る
前
に
火
元
を
再
確
認
、

カ
ー
は
落
と
し
て
お
く

②
避
難
先
の
メ
モ
を
残
す

③
車
は
使
わ
な
い

④
安
全
な
経
路
を
歩
い
て
避
難
場
所
に

マ
服
装

①
ヘ
ル
メ
ッ
ト
等
で
頭
を
保
護
す
る

②
燃
え
に
く
い
素
材
の
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
を

着
用

③
手
袋
を
は
め
る

④
底
が
厚
く
丈
夫
な
靴
を
は
く

⑤
両
手
は
空
け
て
お
く

ブ
レ
イ

-広域避難場所一覧表
地区 広域避難場所 所在地 電話番号 対象自治会

信州大学繊維学部 常田3-15-1 22-1215 
踏入・泉町・上常田・中常田・下常国・北常田・

東 音H 東部地区防災センター 常国2・30-20 24-6205 
東小学校 材木町1-10四13 22・0105

材木町・常入

南 昔日
日本たばこ産業棚上田工場 天神3・5-8 22-1210 南天神町・泉平・北天神町・松尾町・鷹匠町・本町・
第二中学校 大手1-1-45 22-0103 末広町・大手町

中 央
旧第一中学校(中央公民館) 中央6-5-45 22・0650 横町・海野町・原町・袋町・馬場町・田町・丸堀町・
清明小学校 大手2・4-41 22・0804 木町・北大手

jヒ 昔日
北小学校 中央北3・1・52 23-1621 上川原柳町・下川原柳町・愛宕町・上鍛冶町・
第二中学校 中央北与3・62 22-1622 鍛冶町・上房山・下房山・柳町・新田・山口・上紺屋町

西 音日
西小学校 常磐城5-1-53 22・0419 下紺屋町・鎌原・西脇・新町・諏訪部・生塚・
市民体育館(上田城跡公園含む)常磐城1・1・30 22-8699 常磐町・緑が丘・新屋・緑が丘北・緑が丘西・城北

城下小学校 諏訪形926 23・0708

城 下
第四中学校 諏訪形1，200 22-2753 小牧・諏訪形・須川・中村・朝日ケ丘・三好町・
上田千曲晶等学校 中之条626 22-7070 御所・中之条・千曲町

南小学校 中之条485 25-3721 
塩尻小学校 上塩尻219 22-1904 

塩 尻 塩尻地区公民館 上塩尻253-1 27-9836 秋和・上塩尻・下塩尻

上田西高等学校 下塩尻868 22-0412 

JII 辺
川辺小学校 上田原367 22・5008

上田原・川辺町・倉升・神畑・下之条・築地・
上回創造館 上田原1，640 23・1111

泉 田
川辺・泉団地区防災センター 福田30・4 25-6924 

東築地・半過・福田・吉田

東京特殊電線側[トウトク会館] 大屋300 34・5211
神川地区公民館 国分421-イ 25-1682 

大屋・岩下・下青木・みすず台南・みすず台北・

神 JlI 
神川小学校 国分1，386 22・5302

上青木・梅が丘・久保林・黒坪・上沢・国分・

下堀・上堀
第一中学校 国分200 21-2680 

神科小学校 住吉282・口 22-0652 
第五中学校 上野441 22-3076 

畑山・伊勢山・富士見台・神科新屋・野竹・西野竹・

神 科
神科児童センター 住吉551・1 25胸2055

笹井・川原・岩門・染屋・蛇沢・金井・大久保・長島・

金剛寺・住吉が丘
上回染谷丘高等学校 上回1，710 22-0435 

五呈五皇L 殿
豊殿小学校 芳田番外1，661 22・4004 森・大白木・長入・宮之上・小井田・中吉田・町吉田・ひか
農村環境改善センター 芳田1，261圃2 35・2840 り・桜台・下吉田・林之郷・下郷・岩清水・矢沢・赤坂・漆戸

富士山 塩田構造改善センター 富士山3，349-1 38-0075 下組・中組・奈良尾

東塩田
東塩田小学校 古安首1，113 38・2717

平井寺・鈴子・石神・柳沢・下之郷・桜
東塩田保育園 下之郷806圃3 38・2552

中塩田小学校 中野93 38・2515

塩田中学校 中野377 38・2501
下本郷・東五加・五加・上本郷・中野・上小島・

中塩田
塩田西デイサービスセンター 舞回93・2 38-2648 

下小島・保野・学海南・舞田・八木沢・八舞・

学海北・セレーノ八木沢
オルガン針胸中央工場 神畑160 38-3250 

西塩田
旧西塩田小学校 手塚1，067 38-2555 十人・塩田新町・東前山・西前山・手塚・山田・
塩田西小学校 山田476-1 38・0900 野倉

別所温泉 相染閣 別所温泉1，826 38情2100 分去・大湯・院内・上手

浦 里
浦里小学校 浦野237 31-2001 

仁吉田・岡・浦野・越戸・藤之木
川西小学校 仁吉田508 31・2014

泉
第六中学校 小泉21・1 22δ013 

小泉
川西社会福祉センター 小泉863・1 22・5004

室 賀
室賀基幹集落センター 上室賀1，432-1 31-3759 

下室賀・上室賀・ひばりケ丘
室賀保育園 下室賀2，336-1 31-2142 

避難場所の対象自治会はあくまでも目安であり、最寄りの場所に避難してください。

11.8.16 

※ 

[3] 



• 女と男がいきいきと暮ら世る祉会を

a 

-

。
z 
明

調

企画課(圃⑫5112)

2月に国会に提出された男女共同参画社会基本法が 6月15日に可決・成立しました。

男女共同参画社会の形成に向けて、園、地方自治体および国民の責務を明らかにし、

実現に向けた取り組みを総合的かつ計画的に推進するために、園、都道府県に基本計

画づくりを義務付けることなどを定めています。

この法律により、地域や職場、政策方針決定の場ヘ男女が対等の立場で参画し、互

いに責任ある役割を担うことが求められます。

市では、男女共同参画社会の実現をめざす「うえだ女性プランIIJのよりいっそう
の推進を図っていきます。

今後、基本法についての情報を皆さんに提供していきますので、 室

)> 

4 

。-
z 

‘ c 
問

催し

ご覧ください。

上
越
市
姉
妹
都
市
女
性
サ
ミ
ッ
ト

に
あ
な
た
も
参
加
し
ま
せ
ん
か
?

企
画
課
女
性
政
策
担
当
(
固
⑮
5
1
1
2
)

マ
と
き

9
月
お
日
出

i
m
m
日
間

マ
と
こ
ろ
上
越
市
リ
ー
ジ
ョ
ン

プ
ラ
ザ
ほ
か
マ
内
容
お
日
:
・
市

内
視
察
・
交
流
会
、
初
日
:
・
分
科
会
・

開
会
式
・
記
念
講
演
等
マ
定
員

初

名

マ

費

用

宿

泊

代
9
0
0
0

円
マ
申
し
込
み

8
月
お
日
制
ま

で
に
企
画
課
女
性
政
策
担
当
へ
。

『
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
』
に
関
す
る

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す

環
境
業
務
課
(
固
⑫
0
6
6
6
)

リ
サ
イ
ク
ル
リ
ー
ダ
ー
養
成
講
座

第

6
回
『
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
・
環
境
ホ

ル
モ
ン
と
ど
う
付
き
合
う
?
』
を
公

開
講
座
と
し
ま
す
。
環
境
問
題
に
関

心
の
あ
る
か
た
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

マ
と
き

9
月
8
日
制
午
後
2
時

マ
と
こ
ろ
中
央
公
民
館
3
階

市役所代表電話

回22圃4100
国25圃4100
O 

)> 大
会
議
室
マ
講
師
元
気
な
ご
み

仲
間
の
会
事
務
局
長
・
崎
田
裕
子
さ

ん

マ

参

加

費

無

料

マ

申

し

込

み
環
境
業
務
課
へ
ど
う
ぞ
。

『
ブ
ラ
ジ
ル
田
舎
祭
り
』

》
『
『
色
白
一
色

0
C
m
o
h
F

ヘ

秘
書
課
(
固
⑫
3
4
3
5
)

マ
と
き

9
月
5
日
目
午
前
日
時

i
午
後
4
時

マ

と

こ

ろ

海

野

町

旧
ほ
て
い
や
跡
地
マ
内
容
ブ
ラ

ジ
ル
田
舎
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
「
ク
ワ

ド
リ
リ
ア
」
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
観
光
・

産
物
・
企
業
等
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
、

ブ
ラ
ジ
ル
料
理
の
出
庖
、
娯
楽
応
、

相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A

各
種
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
ヘ

メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド

U
E
D
A
(固
⑩
1
0
0
0
)

-
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
&
写
真
加
工
入

門
(
定
員
叩
名
)

マ
と
き

9
月
4
日
出
午
後
1
時

ω分
1
4
時

ω分
マ

料

金

2
0

0
0
円

マ

対

象

初

級

者

-
だ
れ
で
も
簡
単
/
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
入
門
(
定
員
筒
名
)

マ
と
き

9
月
日
日
出
午
後
l
時

加
分
1
3
時
初
分
マ
料
金

0
0
円

マ

対

象

初

級

者

園
今
日
か
ら
始
め
る
/
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
作
成
セ
ミ
ナ
ー
(
定
員
時
名
)

マ
と
き

9
月
ロ
日
制
午
前
日
時

1
午
後
4
時

マ

料

金

4
0
0
0

円
マ
対
象
初
級
者
(
ワ
ー
プ
ロ

経
験
者
)

園
メ
デ
ィ
ア
ラ
ン
ド
U
E
D
A
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
上
映
会

マ
と
き

9
月
5
日
間
午
後
1
時

ω分
1
4
時

マ

会

費

高

校

生

以

上
3
0
0
円
、
小
・
中
学
生
1
0
0

円
マ
内
容
ジ
ャ
パ
ニ
メ
l
シ
ョ

ン
「
M
E
M
O
R
I
E
S」

(
1
0

7
分
・

1
9
9
5
年
)

上
回
創
造
館

9
月
の
催
し
も
の

上
田
創
造
館
(
固
⑮
1
1
1
1
)

-
第
2
土
曜
日
学
習
施
設
開
放

マ
と
き

9
月
日
日
出
午
前
日
時

i
正
午
マ
内
容
①
大
理
石
の
鉱

物
顕
微
鏡
観
察
②
大
理
石
の
顕
微

鏡
写
真
等
の
展
示
マ
参
加
無
料

・
星
空
観
望
会
(
参
加
無
料
)

マ
と
き

9
月
日
日
出
午
後
7
時

加
分
1
9時
(
日
分
前
に
は
来
室
を
)

マ
そ
の
他
雨
天
・
曇
天
時
は
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
説
明
。
小
・
中
学

生
は
保
護
者
同
伴
で
ど
う
ぞ
。

-
企
画
書
道
展
(
入
場
無
料
)

マ
と
き

9
月
日
日
出
j
お
日
出
午

前
9
時
j
午
後
4
時
初
分
(
最
終
日 5 

は
午
後
4
時
ま
で
)

・
「
第
引
回
う
え
だ
市
民
ふ
れ
あ
い

広
場
」
の
一
環
と
し
て
の
催
し
も
の

①
つ
く
っ
て
遊
ぼ
う

マ
と
き

9
月
日
日
出
午
前
日
時

i
午
後
l
時

ぬ

分

マ

内

容

①

飛

行
機
を
つ
く
っ
て
飛
ば
そ
う
②
折

り
紙
を
楽
し
も
う
マ
参
加
無
料

②
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
投
影

マ
と
き

9
月
日
日
出
午
前
日
時
j
・

午
後
1
時

ω分
i

・3
時

i

・
第
2
・
4
土
曜
日
施
設
無
料
開
放

9
月
日
日
と
同
お
日
は
上
小
地
域
、

小
・
中
学
生
と
同
伴
の
保
護
者
の
か

た
は
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
室
、
民
俗

資
料
館
、
体
育
館
、
視
聴
覚
室
(
午

前
日
l
午
後
4
時
)
が
無
料
に
な
り

ま
す
。

-パソコン教室日程表
No. 講座名 実施日 開象者促員)受講料申し込み

91 
パソコン入門 9月7日(火)・ 8日休) 16歳以上の 1000 
2日間コース 午前9時~正午 初心者(20名) 円

92 
ブIフインド U月7日(刈・ 14日以)・21日伏 16歳以上の 5000 8月26日
タッチコース 午後 7 時~9 時 初心者(20名) 円 休)まで

93 
表計算ソフト 9月11日(士)・ 12日旧)16歳以上でマウス・キー 6000 
エクセルコース 午前9時~午後4時 ボード聞えるかた(2陥) 円

94 
パソコン入門 9月19日日) 16歳以上の 1000 9月6日
休日コース 午前9時~午後4時 初心者(20名) 円 (月)まで

95 
パソコン入門 9月29日(水) 16歳以上の 1000 9月16日
平日コース 午前9時~午後4時 初心者(20名) 円 休)

[4J 11.8.16 

※申し込み 「はがき」または [FAXJで①コ スNo ②コ ス名 ③氏名 ④年齢⑤郵便番号・住所
@電話番号を明記のうえ期日までに(当日消印有効)上田創造館「パソコン教室受付係J(干386-1102上田
市大字上田原1640・圃⑫4100)ヘ。申し込み多数の場合は抽選とし、結果は全員に通知します。.9月の粗大ごみ回収目
9月18日(土)…クリーンセンター駐車場
回収時間は午前10時~正午。処理費用(実費)がかかります。



。平成11年
金国消費実態調査

にご協力を
9月から11月にかけて、全国消費実態調査が

実施されます。この調査では、国民生活の実態

を把握します。調査結果は、今後の高齢化社会

等に対応する社会・経済諸政策のための量重な

統計資料となります。

調査員が皆さんのお宅に伺いましたら、ぜひ

調査にご協力ください。

じ〉問い合わせ情報推進課(固③82 4 1 ) 

φ「テーマ別市民懇談会J
参加者・市政への提言を募集

市では第三次上田市総合計画後期基本計画策定にあたり、市民

の皆さんのご意見を反映した計画づくりを進めるため、次の日程

でテーマ別市民懇談会を開催します。

懇談会に参加を希望するかたは、はがき、 FAX、電子メール、

または電話で ①住所 ②氏名 ③電話番号 ④参加希望日を、

8月31日(火)までに企画課(干386-8601よ田市大手 1-11-16.!IED⑫
5112・困③4100・電子メール |くikakuka@city.ueda.nagano.jp)
ヘご連絡ください。

また、市政に対する提言を随時募集しています。日ごろ、生活

の中で感じていることや望むこと、こうしたらいいと考えている

ことなど¥どんな内容でもけっこうですからお聞かせください0

・テーマ別市民懇談会日程

募集市
制
施
行

ω一
周
年
記
念
事
業

『
花
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
づ
く
り
」

企
画
課
(
固
⑮
5
1
1
2
)

-
花
壇
コ
ン
ク
ー
ル

マ
募
集
対
象
①
地
域
活
性
化
、

景
観
の
向
上
な
ど
に
貢
献
し
て
い
る

花
壇
②
維
持
管
理
に
優
れ
て
い
る

花
壇
③
市
内
の
花
壇
マ
表
彰
部

開催日 場所 テーマ 主な内容

9/3(金)
上田創造館2階 人と文化を 生涯学習、社会教育・文化施設の整備、

コミュニティ大ホール 育むまちづくり 文化活動の推進、スポーツの振興

9/17陰)
上回創造館2階 安全で快適な 公園整備、緑地保全、住宅整備、廃棄物・公害対
コミュ二ティ大ホール 生活をめざして 策、上下水道整備、消防・防災対策、景観保全

9/24(創
中央公民館3階 聞かれた親しみ 市民参加、広域行政、国際化、情報化、
大会議室 のある市政の推進 行財政運営

門
団
体
部
門
・
個
人
部
門
マ
応

募

9
月
口
日
働
ま
で
に
、
企
画

課
に
あ
る
応
募
用
紙
で
。
写
真
(
四

つ
切
)
を
添
付
し
、
同
課
へ
提
出
(
自

薦
・
他
薦
問
わ
ず
)
マ
表
彰
叩

月
上
旬
に
審
査
を
し
発
表
し
ま
す
0

・
「
花
壇
展
」
参
加
者
募
集

マ
と
き

9
月
4
日
出
午
前
日
時

ー
マ
と
こ
ろ
上
田
城
跡
公
園
・

観
光
駐
車
場
マ
持
ち
物
花
百
、

移
植
ゴ
テ
、
バ
ケ
ツ
等
マ
参
加
資

格
花
が
好
き
な
か
た
(
個
人
・
団

体
は
不
問
)
マ
申
し
込
み

8
月

初
日
閃
ま
で
に
企
画
課
へ
。
マ
そ

.r策定委員会部会」の委員を募集
後期基本計画の策定にあたり、主に計画の素案などについてご

検討いただき、計画案を策定する策定委員会部会の委員を募集し

ます。

委員として参加を希望されるかたは、希望される部会名と応募

の理由 (400字詰め原稿用紙2枚以内)を 9月6日目)までに企画

課までご提出ください。

なお、応募者多数の場合には選考とさせていただきます0

・策定委員会部会一覧

部会名 | 主な審議内容

都市環境部会| 都市基盤整備、生活環境、地域安全対策

福祉健康部会|高齢化社会、介護、社会福祉、保健、人権、男女共同社会

産業経済部会| 商工観光、勤労者福祉、農林業

教青文化部会| 学校教育、社会教育、文化、スポーツ

行財政部会| 市民参加、広域行政、国際化、行財政運営

時
一泊
一均
一
均
一
沌

一泊

の
他
選
考
の
う
え
、
優
秀
な
花
壇

を
表
彰
し
ま
す
。

-
プ
ラ
ン
タ
|
展

マ
と
き

9
月
お
日
出
1
m
月
打

日
目
マ
と
こ
ろ
上
田
駅
前
、
中

央
通
り
な
ど
マ
内
容
日
ご
ろ
か

ら
育
て
て
い
る
0

フ
ラ
ン
タ
ー
を
持
ち

寄
り
、
ま
ち
を
花
で
飾
り
ま
す
。

マ
参
加
資
格
花
が
好
き
な
か
た

(
個
人
・
団
体
は
不
問
)
マ
申
し

込
み

9
月
比
日

ωま
で
に
企
画
課

へ
。
マ
そ
の
他
選
考
の
う
え
、

優
秀
な
プ
ラ
ン
タ
ー
を
表
彰
し
ま
す
。

「第
7
図
上
田
市
都
市
景
観
賞
」

ま
ち
の
す
て
き
な
景
観
を
募
集

景
観
建
築
課
(
固
⑮
5
4
3
0
)

景
観
e

つ
く
り
の
大
切
さ
を
理
解
し

て
い
た
だ
き
、
美
し
い
景
観
を
守
り
、

育
て
る
と
と
も
に
、
新
し
い
景
観
を

つ
く
っ
て
い
く
た
め
、
「
第
7
回
上

田
市
都
市
景
観
賞
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
れ
は
、
優
れ
た
景
観
形
成
に
配

慮
し
て
作
ら
れ
た
建
築
物
等
や
、
緑

化
推
進
な
ど
の
活
動
を
し
て
い
る
団

体
等
を
表
彰
す
る
も
の
で
す
。

マ
対
象
①
市
内
で

5
年
以
内
に

新
・
改
築
さ
れ
た
建
築
物
・
工
作
物
・

広
告
物
・
生
け
垣
・
ま
ち
並
み
な
ど

で
、
景
観
、
企
画
、
設
計
、
施
工
な

ど
が
優
秀
な
も
の
(
生
け
垣
な
ど
は

完
成
年
度
不
問
)
②
緑
化
推
進
な

ど
景
観
形
成
の
向
上
を
目
的
と
す
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
、
グ
ル

l

庖

一

恒
吻
司
口
『
。
，

プ

、

個

人

マ

応

募

凶

月
8
日

働

時

出

止

ま
で
に
景
観
建
築
課
へ
郵
送
ま
た
は
訓
出
届
列

持
参
(
同
課
に
あ
る
応
募
用
紙
を
使
醐
イ
四
U

用
)
マ
表
彰
式
日
月
お
日
偏
に
甜
コ
く
ツ

同け

A
同

、

当

ヨ

開
催
予
定
の
「
景
観
守
つ
く
り
講
演
会
」
闘
い
お
シ

で
行
い
ま
す
。
マ
そ
の
他
受
賞
肌
一
四
ゃ
団

施
設
等
を
推
薦
さ
れ
た
か
た
の
中
か
盟
主
ゆ

ら
抽
選
で

3
名
に
記
念
品
贈
呈
。
七
友
夕
、

川
西
ン
庖

「恥
跡
畑
町
町
周
早
世
劃
事
劃

1
1
11J
マ
、
イ
国

一
円
一
日
日
日
付
引
U
1
1
H
H
U
H
-
f
i
-
-
一
瓦
庖
田
上

一
友
好
交
流
都
市
「
寧
波
市
」
一
訪
問

一
一
同
和
上
コ

平

岡
市
民
間
中
国
募
集
|
|」

諒

な

上
回
日
中
友
好
協
会
・
池
上
引
西
マ
ジ

(
固
⑮
3
3
6
0
)

卦
卦
卦
卦

マ
と
き
日
月
日
日
働

i
m
日
制
叩
叩
印
刷

マ
費
用
約
お
万
円
マ
訪
問
地
問
問
問
問

寧
波
、
北
京
、
万
里
の
長
城
、
紹

興
、
杭
州
、
上
海
マ
定
員
初
名
程
低
-
口

マ
申
し
込
み
は
が
き
に
、
住
所
・
岨
仇
乱

氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
し
、
即
捌
札

秘
書
課
(
平
1
3
8
6
8
6
0
1
上

叶

翻

山

田
市
大
手
1

日

目

)

へ

o

M

軌
誠

1

1

1

l
t

i

t

i

l

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

J

日
厳

一防
衛
大
学
校
等
学
生
・

一
州
棚
卸

一
自
衛
官
採
用
試
験

一
ψ
市
服

自
衛
隊
上
田
募
集
事
務
所
(
選
5
2
6
7
)

ドー

マ
募
集
内
容
①
防
衛
大
学
校
学
じ
柵
訂

生
②
防
衛
医
科
大
学
校
学
生
③
抗
柑
酎

看
護
学
生
④
航
空
学
生
⑤
一
般
~
剛
一
冊

曹
候
補
学
生
⑥
曹
候
補
士
⑦
2

ワ酬
j
J

等
陸
・
海
・
空
士
マ
受
け
付
け
期

.E醐

限

①

j
③
は
日
月
日
日
。
そ
の
他

は
9
月
刊
日
マ
そ
の
他
受
験
・

衣
食
住
は
無
料
。
学
生
手
当
ほ
か
各

種
手
当
あ
り
。
完
全
週
休
2
日
制
。

11.8.16 [5 ] 



新しい農業委員さんです!

農政・農地の相談は地元の農業委員さ

んへどうぞ。

マ問い合わせ農業委員会事務局

(固⑫54 6 6) 

任期H11.7.2刀~H14.7.19

電話

24-l448 
27-5772 
22-5905 
35-l362 
22-3853 
27-2872 
24-089l 
27-8958 
24-5905 
27-2268 
27-4876 
36-3355 
22-4855 
24-l566 
22-5l05 
24-484l 
23-l093 
24-6426 
3l-2325 
3l-3l52 
3l-2092 
38【2998
38-7092 
38-5759 
38-268l 
38-4373 
38-6l37 
38-5443 
38-4468 
38-5252 
25-2004 
24-6546 
38-54l7 
38-6236 
3l-3286 
22-4642 
24-84l5 

-上田市農業委員会委員名簿

氏名 | 住所
宮下 晃一|下塩尻473
小林 新栄|秋和683
清水平八郎|中央5-9-39
長谷川嘉一 |岩下l30-l
山越 昭人 |国分l093
金井 和好 |上田192-9
大矢 邦夫 |住吉2828-l
柴崎 義和 |殿城348
中村 明成|上野2328
加藤 太一 |古里l747-3
中津 洋治 |芳田3723
大井 徳|芳田l3l3-2
石井 一郎 |小泉3308
宮崎 宗平|小泉l49
倉升 弘史|上田原2000
松井 次郎|御所5l4-2
中村 実|上田原66
増 j畢 輝男|諏訪形450
小山 富衛 |下室賀27l2-l
上原 裕司 |浦野425
内久根賢彦 |仁古田743
荒井 泰雄 I551J所温泉73-2
小山勝喜代 l前山l639-7
宮原 時衛 |古安曽3895-l
神津 正男 |五加953-l
畑中袈裟治|手塚200-3
永井 昭雄|下之郷196
越野 甲二|保野l08l
黒;畢 延幸|富士山3557
前島 栄一 |八木沢4l4-l
間島 重隆 |小泉987-5
西川 朋子 |吉田216
山極 恵子 |富士山3l52-l
外山 憧 |本郷6l4-26
南波 清吾 |下室賀707-l
金井 忠一|国分808
茅野 光昭 |古里l449

地域ぐるみで放火されない環境をつくりましょう 0

・放火防止の5つのポイン卜

①家のまわりを整理整とんし、燃えやすいものを置かない。

②ごみは指定日の決められた時間に出す。

③空き家・倉庫・車庫などは、かぎを掛けておく o

④家のまわりを明るくする。

⑤隣近所でお互いに放火されないよう注意し合う O

・問い合わせ消防本部予防課(固⑫o0 2 g) 

市
町
村
障
害
者
支
援
事
業

自
立
生
活
プ
ロ
グ
ラ
ム

上
田
地
域
身
体
障
害
者
自
立
生
活
支
援

セ
ン
タ
ー
(
固
⑩
5
5
2
2
)

マ
と
き

8
月
紅
白
川
W
1
1月
2

日

ω
(日
回
)
マ
と
こ
ろ
上
田

市
福
祉
会
館
マ
対
象
上
小
地
域

在
住
で
自
立
生
活
を
考
え
て
い
る
障

害
者
の
か
た
マ
定
員
先
着
目
名

マ
申
し
込
み
上
田
地
域
身
体
障

害
者
自
立
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

勤
労
青
少
年
ホ
l
ム

9
月
間
講
講
座

勤
労
青
少
年
ホ

l
ム
(
固
⑫
7
1
1
7
)

マ
対
象
事
業
所
等
に
勤
務
の
お

歳
ま
で
の
か
た
マ
申
し
込
み

8

月
お
日
間
w
i同
幻
日
働
に
受
講
料
を

添
え
て
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
へ
。
電

話

も

可

。

マ

受

付

時

間

午

後

零

時
初
分
j

9
時
(
日
曜
・
祝
日
は
休

館

)

マ

受

講

料

1
8
0
0
円
十

5
0
0
円
(
利
用
者
協
議
会
費
)

-9月
開
講
講
座
日
程
表

講座名 曜日 期間 回数 {疋貝目 材料費等

料理教室 月 9/6~1 1!29 12回 18名 材料費5000円程度(12回分)

木彫リ教室 月 9/6~1 1!29 12回 12名 材料費2000円程度、彫刻刀

料理教室 火 9/7~1 1!30 12回 18名 材料費5000円程度(12回分)

初級英会話教室 火 9/7~11/30 12回 20名 テキスト代(3150円)

着付け教室 水 9/8~12/8 12回 18名 半巾帯・着物

エアロビクス 水 9/8~12/8 12回 25名 運動のできる服装

料理教室 木 9/9~12/2 12回 18名 材料費5000円程度(12回分)

絵画教室油絵 木 9/9~12/2 12回 20名 詳細は、ホームへ

|社交ダンス 金 9/10~11/26 12回 18名 詳細は、ホームへ

、
心
万

分
m刊ω時

時
B
B
~
 

~
時
分

7

川
出
血
担

;
f
 

時
午

勺

f
'

.

後
ス
午
クヒ
室
口
教
ア
分

話
工
初

会
、
時

英

時

8

、
9
~

時
~
八
刀

1
J
、、3
nU

'ー、

，匂J
n
ぺ
u

~ω
時

時
時
6

7
'
7'
弘
但

後
後
午

午
午…
座

室
ス
講

教
ン
の

リ
ダ
他

彫
交
の

木
社
そ

間時動舌※
 

共
に
学
び
力
を
つ
げ
る

『
エ
ン
パ
ワ
i
メ
ン
ト
』

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
(
固
⑮
2
9
8
8
)

マ
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
の
初

心
者
マ
受
講
料
無
料
(
教
材
費

等
は
実
費
)
マ
申
し
込
み

8
月

お
日
出
午
後
1
時

ω分
j

3
時
に
教

材
費
を
添
え
て
(
釣
銭
の
な
い
よ
う
)

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゅ
う
へ
。
定
員
に
満

た
な
い
と
き
は
、
右
記
日
程
以
降
も

受
け
付
け
ま
す
。
託
児

(
2
1
6歳。

パ
ソ
コ
ン
講
座
除
く
)
希
望
者
は
い
っ

し
ょ
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

-
工
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
日
程
表

講(回座数名) 時間 曜日
日程 疋{貝E 講師 教費材 内容

9月10月11月12月(先着順) (敬称略)

着(1付け 18:30~ 
月 220 7 42・518 1 512・・98 2 16 3 20名 福佳子島

1150 和着服の知識出とふだん
2回) 20:30 円 から外着の着装

絵(1手0回紙) 
9 :30~ 2214 8 1 159-・122E 

2 田中 5650 ヘタでいい、
11 :30 火 19 6 20名 則子 円 ヘタがいい

18:30~ ω 28 851 樹凶在的 16名 マア1ルス静チ置タセメッンデフターィ 200円 初めてのパソコン(マル(4回) 20:30 チメディア情報センター)

料理 9 :30~ 
木 16 7 14 8 2 123名

山上 3100 統21の世昧紀に伝える伝
( 5回) 12:00 恵美 円

フラワーアレン 18:30~ 
金 22 212 6 10 20名 榊原 6600 身近な花々を華麗

ジメン卜(4回) 20:30 さと 円 に演出

ゅう・ゅう 18:30~ 
31 60 同休)271同附 142(材幽 30名 神置林辺恵保子子ほか

2900 軽運動とホームセラピス卜、
( 6回) 20:30 円 ラク楽パンづくりほか

不
用
品
の
登
録
に
つ
い
て
は
、
す

べ
て
無
料
の
も
の
の
み
で
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
登
録
期
間
は

6

か
月
で
す
。

マ
ト
ラ
ン
ポ
リ
ン
(
ビ
ニ
ー
ル
製
・

直
径

1
m
)

マ
ベ
ビ

l
布

団

マ

お

ま

る

マ

ベ

ビ

l
ラ

ッ

ク

マ

ベ

ビ
i
用
品
一
式
マ
電
気
温
水
器

マ
二
槽
式
洗
濯
機
マ
食
器
乾
燥
器

マ
冷
蔵
庫
(
大
)
マ
こ
た
つ

マ
ス
ピ
ー
カ
ー
マ
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ

ト
(
古
い
)
マ
ふ
ろ
が
ま
セ
ッ
ト

(
団
地
用
サ
イ
ズ
)
マ
セ
ミ
ダ
ブ

ル
ベ
ッ
ド
マ
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ド

マ
衣
類
ケ

l
ス
(
桐
箱
)
マ
書
棚

マ
篠
い
す

マ

本

棚

マ

本

箱

マ

サ
イ
ド
ボ

l
ド
(
小
)
マ
整
理
だ

ん

す

マ

長

い

す

(
3
人

用

)

マ

食
卓
机
・
い
す
マ
ぶ
ら
下
が
り
健

康
機

[6] 11.8.16 

bとき 8月23日(月)""'29日(日)[>ところ上田創造館じ〉内容招待作品・支部
会員・一般200点余の展示 [>問い合わせ 日本水彩画会長野県展運営委員会事

務局(和泉・困⑮o4 8 6) 

マ
ベ
ビ

i
服

マ

歩

行

器

マ

双

子
用
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ベ
ビ

i
靴

(

m
i
u
m
)

マ
ベ
ビ

l
ダ
ン
ス

マ
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

l
ト

マ

ベ

ビ

ー

ベ

ッ

ド

マ

お

む

つ

カ

パ

ー

マ

子

ど
も
服
(
鈎

iω
叩
)
マ
ベ
ビ
ー

体

重

計

マ

室

内

す

べ

り

台

マ

三

輪
車
(
男
の
子
用
)
マ
ベ
ビ

l
ク
l

ハ

ン

マ

A
型
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ゲ
ー

ム

機

マ

掃

除

機

マ

ビ

デ

オ

日本水彩画会
第41園長野県展



お知らせ

2期

2期

便利で確実な口座振替のご利用を

テレホンガイドうえだ関連情報

(固③88 8 8コードNo.27 9) 

制

税

説

自

民

側

目

康

氏

県

健

E
R

民

同

開

市

国

鵬

.

.
 

納

あ
な
た
の
カ
ム
バ
ッ
ク
を
応
援

再
就
職
希
望
登
録
者
支
援
事
業

綱
引
世
紀
職
業
財
団
長
野
事
務
所

「
妊
娠
や
出
産
、
育
児
、
ま
た
は

介
護
の
た
め
に
退
職
し
た
け
れ
ど
、

将
来
的
に
働
け
る
よ
う
に
な
っ
た
ら

再
就
職
し
た
い
」
そ
ん
な
皆
さ
ん
の

た
め
に
、
側
幻
世
紀
職
業
財
団
で
は

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
の
支
援
を
行
う
こ

と
で
、
も
う
一
度
働
き
た
い
あ
な
た

の
ス
ム
ー
ズ
な
再
就
職
を
バ
ッ
ク
ア
ッ

今月
の
納税

プ
し
て
い
ま
す
。
登
録
は
無
料
。
お

気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

マ
支
援
内
容
①
再
就
職
の
準
備
に

役
立
つ
情
報
誌
「
R
e
・
B
e
」
の

送
付
②
登
録
者
同
志
の
交
流
会
な

ど
へ
の
参
加
③
再
就
職
の
準
備
に

つ
い
て
の
個
別
相
談
④
教
育
訓
練

の
受
講
を
支
援
す
る
割
引
券
の
発
行

「
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
」

η
月
1
白
か
ら
拡
大
さ
れ
ま
す

交
通
対
策
課
(
固
⑮
5
1
2
9
)

「
上
田
市
自
転
車
等
の
放
置
防
止

に
関
す
る
条
例
施
行
規
則
」
が
改
正

さ
れ
、
ロ
月
1
日
か
ら
施
行
に
な
り

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、

今
ま
で
は
上
田
駅

相談名 日 時 会場など

9月10日(創
法 律 相 談 13:30~ 15:30 
(予約制) 9月24日峰)

13:30~ 15:30 受付は…・・

土地建物相談
9月9日(木)

市役所
生活環境課階13:00~ 16:00 

市交通民事故相相談談

(本庁舎 1~) 

毎週月~金曜日

女 '性 中目 自炎
9 :00~16:00 

⑫ 岱4 

児 m 相 日炎 毎週月~金曜日 (岱直福通祉⑫課2000) 9 :00~16:00 。
母 子 本目 日炎

毎週月~金曜日 。 福祉課
9 :00~16:00 (内線 16 0 8) 

人権・悩みごと相談
9月2自体) 人権庁問和対策階課) 
13:00~ 16:00 (南舎5

農地問題相談
毎週月~金曜日 震業委会E員会
8 :30~17:00 (本庁 2階)

f寸 政 相 圭ロ瓜94E 
9月13日(月)

上田西武1 O:OO~ 15:00 

心配ごと相談
毎週火曜日
1 O:OO~ 15:00 

福祉よろず相談
毎週月~金曜日
9 : 00~16 : 00 

社(ft会⑫福8祉0協8議0会) 
法 律 本目 日炎 9月18日(出
(予約制) 10:00~正午

児 童 中目 日炎
毎週土曜日
13 : 30~15 : 30 

結 t普 中目 談
毎週水曜日

社(ft会⑫福3祉0協8議2会) 10 : 00~15 : 00 
法 律 相 日炎 9月16自体)
(予約制) 13:30~ 15:00 

上(ft回⑫商4工5会0議0所) 
保険年金相談

毎週月~金曜日
9 :00~16:00 

毎週月~金曜日 上高回(宮齢パ⑧ 者職業相談室高齢者職業相談 ( 卜サテライト内)
8 :30~17:00 8 0 1 1) 

保育・子育て相談 毎週月~金曜日
子育て支援センター

(電話相談) 9 : 00~16 : 00 
保育・子育て相談 毎週火・木曜日 南部(岱保⑫育3園0内9相6談)室
(面接相談) 9 :00~16:00 

月の相談

地
域
振
興
券
の
使
用
期
限
は
、

9
月
時
日
で
す
。

お
早
め
に
お
使
い
く
回
た
さ
い
。

お
城
口
周
辺
だ
っ
た
自
転
車
等
放
置

禁
止
区
域
が
、
上
田
駅
温
泉
口
周
辺

ま
で
拡
大
さ
れ
ま
す
。

自
転
車
等
は
「
上
田
駅
お
城
口
駐

輪
場
」
、

9
月
に
オ
ー
プ
ン
す
る

「
上
田
駅
温
泉
口
駐
輪
場
」
(
詳
し
く

は
広
報
う
え
だ

8
月
1
日
号
を
ご
覧

く
だ
さ
い
)
等
、
決
め
ら
れ
た
場
所

に
と
め
て
く
だ
さ
い
。

-
自
転
車
等
放
置
禁
止
区
域
図

至上回城跡上
田
市
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

C
D
・
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
販
売

市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
事
務
局

(
企
画
課
内
・
固
⑮
5
1
1
2
)

広
報
う
え
だ

8
月
1
日
号
で
紹
介

し
た
、
上
田
市
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ

2
曲
の

C

D
と
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
が

販
売
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
歌
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

マ
曲
①
「
こ
こ
に
お
い
で
よ
」

(
歌
:
・
同
N
C
[
赤
塩
正
樹
さ
ん
、
中

沢
堅
司
さ
ん
]
)
②
「
瑠
璃
色
の

街
」
(
歌
:
・
諏
訪
ひ
ろ
み
さ
ん
)

マ
発
売
日

8
月

m日
目

マ

販

売

市
役
所

ω周
年
記
念
事
業
事
務
局
、

各
公
民
館
(
中
央
・
西
部
・
城
南
・

上
野
が
丘
・
塩
田
・

川
西
)
、
各
支

所
(
豊
殿
・
塩
田
・

川
西
)
、
上
田

商
工
会
議
所
マ
価
格

C

D
・
カ

セ
ッ
ト
テ
ー
プ
各
1
0
0
0
円

市
制
施
行

ω周
年
記
念

エ
コ
ー
は
が
き
発
売

市
制
施
行
印
周
年
記
念
事
業
事
務
局

(
企
画
課
内
・

固
⑮
5
1
1
2
)

マ
発
売
開
始

8
月

お

日

制

マ

価
格

1
枚
必
円
マ
取
り
扱
い

郵
便
局
マ
そ
の
他
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
。
お
早
目
に
ど
う
ぞ
。

公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ
ム

が
休
止
し
ま
す

情
報
推
進
課
(固
⑮
8
2
4
1
)

シ
ス
テ
ム
更
新
の
た
め
、
次
の
日

程
で
公
共
施
設
案
内
・
予
約
シ
ス
テ

ム
を
一
時
休
止
し
ま
す
。

期
間
中
は
、
街
頭
端
末
・
パ
ソ

コ

ン
通
信
・
電
話
か
ら
案
内
や
予
約
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
予

約
は
で
き
る
だ
け
休
止
期
間
の
前
後

に
お
願
い
し
ま
す
。

マ
休
止
期
間

8
月
お
日
側

i
m
日

n口

第5固 I n~~ とき 8月 21日(刻午後 6時'"'-'9時 bところ 浦里小学校校庭 b内容 消
|防団員による出屈 ・ゲーム、 消火器販売、浦野大鞍保存会・消防団音楽隊の演奏ほ

『おはこ祭』開催|か b問い合わせ 上田市消防団第 18分団 (鎌、原・固⑫72 7 3) 
11.8.16 [7 ] 



[種目]・マラソンの部 ①一般男子10キロ(高校生
以上)②一般女子10キロ(高校生以上)③一般男子5
キロ(中学生以上)④一般女子5キロ(中学生以上)
⑤40歳以上5キロ⑥一般3キロ(中学生以上)⑦小学
生男子3キロ(小学校4年生以上)⑧小学生女子3キ
ロ(小学校4年生以上)
・ウォーキングの部 ①3キロ

第
幻
回
長
野
県
公
民
館
大
会

マ
と
き

9
月
2
日
制

5
3日
働

教育

②6キロ

上
田
市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業

能
楽
座
上
回
公
演

『
能
と
狂
言
の
タ
ベ
」

文
化
課
(
困
⑮
5
1
0
2
)

マ
と
き

9
月
初
日
側
午
後

5
時

印
分
開
場
、

6
時

ω分
開

演

マ

と

こ
ろ
上
田
市
民
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簡
単
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ま
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木
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中
で
、
希
望
の
曜
日
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
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。
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『
古
典
文
学
の
た
の
し
み
」

5
源
氏
物
語
絵
巻
の
世
界

5

中
央
公
民
館
(
固
⑫
0
7
6
0
)

絵
画
と
文
学
の
両
面
か
ら
「
国
宝

源
氏
物
語
絵
巻
」
を
観
賞
し
て
み
ま

せ
ん
か
。
(
共
催
市
立
図
書
館
)

期日 学習内容

9月7日伏) 「源氏物語」と源氏絵

9月14日(火) 絵巻物の時間表現

9月21日(火) 吹抜屋台の手法

10月5日伏) 絵巻物の製作過程をたどる

10月12日(刈 絵巻と物語の問、投影図の不思議

10月26日(火) 女の視線、男の視線

11月16日(火) 宇治の八の宮邸を訪ねて

11月30日伏) 引目鈎鼻に表情を読む

12月7日(火) 絵の中の絵

12月14日(火) 国宝絵巻の謎

程同】みEU
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・
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マ
問
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わ
せ

私の好きな日本のうた
メゾソプラノリサイタル

9月18日(土)午後6時30分開演
旧宣教師館(下之郷・リサーチパーク内)

じ>出演 山崎孝美(メゾソプラノ) ・柳沢純子(ピアノ)

じ>入場料 500円 1>定員 25名(先着順) 1>曲目 赤い靴、

里の秋、紅葉、ゆりかごのうた、荒城の月、中国地方の子守歌、赤

とんぼ ほか じ〉申し込み 8月18日附から文化課(固⑫51 0 2) 

で受け付けます。

[8J 

中
央
公
民
館
固
⑫
0
7
6
0

〈豊かな子どもの心を考え否集い〉

磁也、、議劇『霧ta生きとじるJも
手どもb ち(Z~eるべき怠@プ19
「劇団仲間」の女優、伊藤巴子さんを囲んでー

とき/9月10日(動午後7時~ところ/申央公民館
伊藤巴子さんが、演劇「森は生きている」にかける熱い思

いや子どもたちへのメッセージを語ります。(入場無料〉

[>問い合わせ文化課(固⑫51 0 2) 
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元気いっぱい走ろう!歩こう 10月10日(日)体育の自

動同上田吉野多健康マラソン大会 ※雨天決行
ところ 長野大学グランド・自然運動公園 じ>参加資格一般アマチュア競技者で、健康に自信の

あるかた。※小中学生の参加は、保護者の承諾が必要

です。 [>参加料大人 2，000円、高校生以下 1，000
円 [>申し込み 所定の申し込み用紙に必要事項を記

入のうえ、参加料を添えて体育課へ じ〉申し込み先

上田市教育委員会体育課(上田古戦場健康マラソン大

会事務局) 上田市天神 2-4-74 [>受付期間 8月
23日(月)から 9月14日り()まで ※郵送の場合は 9月14日
ω到着分まで じ>問い合わせ体育課固⑫5105 



体育課固⑫51 0 5 

市民総合体育大会参加者募集

・バレーボール
bとき 10月11日(月)[>ところ 市民体育館、勤労者
体育センタ- [>競技方法 自治会対抗、女子 9人制

じ〉チーム編成 同一自治会在住者で、監督1人・コーチ

l人・マネージャー 1人・選手12人以内(高校生以上)

b参加料 3，000円 b申し込み 10月1日幽までに
参加料を添えて体育課へ bその他試合用ボール(4 
号)は、参加チーム、で1個持参してくださ l¥o

・ソフトテニス
bとき 10月3日(日)[>ところ 上田市営テニスコー
ト(東・西) [>種目 中学・高校・一般の各男女、 壮

年男性、それぞれダブルスのトーナメント戦 じ>対象

市内在住・在勤・市内中学高校在学のかたまたは、上田

ソフトテニスクラブ員(壮年の部は平成11年10月1日現

在で45歳以上) [>参加料 1組 800円 (保険料を含む)

じ>申し込み 9月21日例までに参加料を添えて、上田

テニスクラブ事務局(坂口浩 :上田市上田原1672-5圃⑫

o 0 9 1)または、上田ソフトテニスクラブ競技担当理
事(桑原光彦:上田市上野1172-24圃⑫ 24 9 1)へ

※中学生・高校生の部は各学校を通じて申し込んでくだ

さし ¥0

-テニス
bとき 10月17日(日)[>ところ 上田市営テニスコー
ト(東・西)・古戦場テニスコート じ〉種目 小学生男

女・中学生男女・ 35歳以上それぞれシングルス、一般男

女・ 45歳以上男それぞれシングルス・ダブルス b対象

市内在住か在勤・在学のかた じ〉参加料 1，000円

じ〉申し込み 10月3日(日)までに参加料を添えて「テニス

ハウスワカツキJ(上田市中央3-2-13圃⑫23 1 7)へ

.相撲

bとき 9月23日(木)秋分の日 bところ 上田市営相
撲場 b種目 個人戦:保育園・幼稚園の部、小学生の
部、中学生の部、高校生の部、大学生の部、一般の部

(41歳未満・ 51歳未満・ 51歳以上) じ>対象市内在住

か在勤・在学のかた じ〉参加料無料じ>申し込み 9 

月17日陰)までに電話で体育課(固⑫51 0 5)へ

・卓球

bとき 10月3日(日) [>ところ 自然運動公園体育館
じ〉種目 小学生の部、中学生の部、一般の部、 40歳以

上の部、 55歳以上の部、ラージボールの部 b対象 市
内在住か在勤・在学のかた じ〉参加料小・中学生:シ

ングル 500円・ダブルス1.000円、一般:シングル 700

円・ダブルス 1，600円 b申し込み 9月22日(水)までに
参加料を添えて体育課またはムトウスポーツ(固⑫68 

5 2)へ

[9] 11.8.16 

-柔道

bとき 10月17日(日)[>ところ 市民体育館柔道場
じ〉種目個人戦、団体戦じ〉対象市内在住か在勤・在

学のかた(小学校2年生以上) [>参加料 l人 200円

じ〉申し込み 9月30日休)までに参加料を添えて出田吉

徳(上田市住吉76-12圃⑫ 13 4 7)へ

・バスケットポール
bとき 10月16日(卦・ 17日(日) [>ところ 自然運動公
園体育館 b対象市内在住か在勤・在学のかた(高校
生以上) じ〉参加料 5，000円 [>申し込み 9月30日

(木)までに参加料を添えて体育課へ

・バドミントン
じ〉とき 9月26日(日):社会人の部、 10月17日(日):高校・

大学の部 bところ 市民体育館・勤労者体育センター
じ>対象市内在住か在勤・在学(高校生・大学生)の

かたまたは、上回ノくドミントン協会員 [>参加料 社会

人の部:個人戦 l組1.000円、団体戦 lチーム 3，000円、

高校生・大学生の部種目 l人 400円 b申し込み
社会人の部 9月17日佳)までに参加料を添えて体育課ま

たは、上田ノくドミントン協会(西沢員昭固⑧30 0 0) 

へO 高校生・大学生の部:10月8日(命までに参加料を添

えて上田西高校山口正樹 (固⑫o4 1 2)へ
・ゲートボール
bとき 10月13日体) [>ところ 上田古戦場公園多目
的グランドじ〉対象市内在住のかた じ〉参加料 lチー

ム 1，000円 じ>申し込み 9月29日制までに参加料を添

えてゲートボール協会尾崎久俊(固@2878)へ

・マレットコルフ
bとき 10月24日(日) [>ところ ハーフ。橋マレットゴ
ルフ場 b対象市内在住か在勤のかた じ〉参加料

500円 じ〉申し込み 10月8日佳)までに参加料を添えて

体育課へ

・銃剣道

bとき 9月26日(日)[>ところ 市民体育館剣道場
じ〉対象市内在住か在勤のかたまたは、銃剣道協会会員

じ〉参加料無料 [>申し込み大会当日までに体育課

か体育協会事務局(圃⑫94 0 0)または、上田市銃剣

道協会会長宅(固⑫94 0 7)へ

スポーツ教室受講者募集

・バスケットポール教室(後期)
bとき 10月6日"-'2月23日の水曜日15回、午後7時
30分"-'9時 bところ市民体育館 b対象市内在住
か在勤の一般男女30名 [>参加料 3，000円 b申し込
み 9月24日働までに参加料を添えて体育課へ

・ソフトバレー教室(後期)
bとき 10月4日"-'3月27日の月曜日12回、午後7時
"-'9時じ〉ところ市民体育館 b対象市内在住か在
勤の一般男女30名 b参加料 2，000円 じ〉申し込み
9月24日惨)までに参加料を添えて体育課へ

・ふれあいダンス教室
bとき 9月15日"-'12月1日の毎週水曜日、午後7時
"-'9時 bところ勤労者体育センタ- [>対象市内
在住か在勤の一般男性30名、女性30名 じ〉参加料 3，0 

00円 じ>申し込み 9月8日体)までに参加料を添えて体

育課へ
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『
保
健
ご
よ
み
』
差
し
上
げ
ま
す

乳
幼
児
の
健
診
や
予
防
接
種
の
計
画
が
わ
か
る
『
刊
年
度
保
健
ご
よ
み
』
を
差
し
上
げ
ま
す
。

市
役
所
健
康
推
進
課
、

3
支
所
(
塩
田
・
川
西
・
豊
殿
)
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「私の健康法J(講師…女優・南田洋子さん)
③歌って元気!ファミリーコンサートほか

.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、e::.、r.、r.、r.、r.、，.、，.、，.
9月の乳幼児健康診査・教室

(固⑫8244)
.~、.~、.~、.~、.~、.~、.~、.，.、，.、，.、，.、，.、，.、，.、，.
1>受付時間 ①乳幼児健康診査(4か月児・10か月児・

l 歳 6 か月児・ 3 歳児)…午後 l 時~2 時 ②2歳児教

室…午後 1 時~1 時15分[①、②とも午後零時30分以

前の受け付けはできません。 1>持ち物 ①乳幼児

健康診査…母子健康手帳、健康診査票、パスタオル、

おむつ、赤ちゃん手帳、歯ブラシ(1歳6か月児)0 4 

か月・10か月 ・l歳6か月児は赤ちゃん手帳の中にあ
る健康診査票に記入してお持ちください。3歳児は、

健康診査票と視聴覚検査のアンケートをお送りします

ので、ご記入のうえ、お持ちください。また、尿検査

の容器もお持ちください。 ②2歳児教室…母子健康

手帳、おたずね用紙、歯ブラシ、コップ、おやつ代

(実費〉、おやつ用はし・スプーン・フォークなどとお皿

園保健センター(市役所南存舎2階)

D U G H 

ド
T L A E H 

健康推進課(固⑫8244)

健康診査 実施日 生年月日

4か月
9月14日 11.4.16'"'"' 4 .30 
9月24日 11.5. 1 '"'"' 5 .15 

10か月
9月10日 10.10.16'"'"'10.31 
9月29日 10.11. 1 '"'"'11.15 

1歳6か月
9月2日 10.2.16'"'"'2.28 
9月17日 10.3.1 '"'"' 3 .15 

3歳
9月9日 8.8.1 '""-' 8 .15 
9月30日 8.8.16'"'"'8.31 

2歳児教室
9月7日 9.6.1'"'"'6.15 
9月21日 9 . 6 .16'"'"' 6 .30 

圃年に1回は結核レントゲン検診の受診を
学校や病院での結核集団発生の増加や、薬が効かな

い結核菌の出現などを受け、厚生省は結核緊急事態宣

言を発令しました。結核は過去の病気と思われがちで

すが、再び増加しており、平成10年には、長野県で350

人・上田市では19人が新たに発病しています。

結核は、せきやくしゃみとともに人から人へうつり

一度感染したら体の中で一生、生き続けます。感染し

たらすぐ結核になるわけではなく 、10人中 2人程度に

症状が現れます。

結核は肺以外にもせき髄・腎臓などあらゆる臓器を

脅かし、かなり進行しないと自覚症状が現れません。

結核を早期発見するためには、胸のレントゲンを撮る

ことがきわめて有効です。

今年度は、 9月 7日"-'10月初日の間結核レントゲン

検診を実施します。

この検診は、法律によって受けなければならないこ

とになっています。ご近所お誘い合わせのうえお出か

けくださし'0

-健康フェアにお出かけを
市制施行80周年記念事業として『健康フェア』を実

施します。皆さんお誘い合わせのうえご参加ください。

なお、例年8月に開催していた「健康づくり市民の

つどい』はありませんのでご了承くださ~'0 

bとき 11月21日(日)[>ところ 上田市民会館 b 
内容 ステージイベント ①名医からのメッセージ

「中高年のアトピー性皮膚炎J(講師…北里研究所東洋

医学総合研究所長・花輪書彦さん) ②健康エッセイ

日ごろなにげなく利用している下水道は、豊かな自然を守

り、清潔で明るく住みやすいまちづくりを進める重要な環境

施設です。

市では、上田、南部、別所温泉、中塩田、神川東の 5つの
処理区で、公共下水道事業に着手しており、そのうち、上田、

別所温泉処理区ではすでに供用開始となっています。更に、

本年12月1日には、「南部終末処理場」が供用開始になりま
す。

つきましては、快適な暮らしを支える大切なこの施設が、

地域に親しまれるように愛称名を募集します。

じ〉応募方法 郵便はがきまたはEメールによる(①愛称名

②選定理由③住所 ・氏名・年齢・性別・職業 ・電話番号を記

載) 1>応募期間 9月30日(木)まで じ〉応募・問い合わせ
干386-8601・上田市大手一丁目11番目号・水道局下水道課
(固⑫ 51 2 8)・E-Mailgesuidoka@city.ueda.nagano.jp 
b供用開始前見学会 9月12日(日)(会場でも愛称名の応募
を受け付けます)

『南部終末処理場J
愛称名を募集/

11.8.16 [10] 

-上田市南部終末処理場完成予想図
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がつかうえだし はじ こ ぎ かいひら

7月9目、上田市で初めての子ども議会が開かれ
しないかくしょうがっこう めいちゅうがっこう めL

ました。市内の各小学校から 1名、中学校から2名
ごうけい めい こ ぎ いん うえだし さょっせい

ずつの合計30名の子ども議員が、上田市の行政につ
しつもん

いて質問しました。
しょうちゅうがくせい がっこう

小中学生のみなさんが、学校のこと、ごみのこと、

かん 一 一 一一 一組、道蕗のことなど、ひごろ感じている率直な憲
どうどう しつもん いけん の

いを、堂々と質問し、意見を述べました。

[ 11 ] 11. 8.16 



子ども暢集

こ

と

し

う

え

だ

し

た

い

し

ょ

う

ね

ん

う

え

だ

ま

ち

う

え

だ

し

今
年
は
、
上
田
市
が
、
大
正
8
年
に
上
田
町
か
ら
上
田
市
に
な
っ
て
加

し

ゅ

う

ね

ん

む

か

ふ

し

め

と

し

き

ね

ん

こ

ぎ

か

い

ひ

ら

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
節
目
の
年
を
記
念
し
て
子
ど
も
議
会
が
聞
か

し

な

い

か

く

し

よ

う

が

つ

こ

う

め

い

ち

ゅ

う

が

つ

こ

う

め

い

れ
ま
し
た
。
市
内
の
各
小
学
校
か
ら

1
名
、
中
学
校
か
ら
2
名
ず
つ
の

ご

う

け

い

ぎ

い

ん

さ

ん

か

合
計
初
名
が
議
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

せ

い

き

う

え

だ

し

し

よ

う

ち

ゅ

う

が

く

せ

い

せ

ん

と

う

た

き

引
世
紀
の
上
田
市
は
、
小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
が
先
頭
に
立
っ
て
切
り

ひ

ら

せ

い

き

さ

か

い

じ

ぷ

ん

す

聞
い
て
い
く
世
紀
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
機
会
に
、
自
分
た
ち
の
住
む

う

え

だ

し

か

ん

し

ん

も

し

ぼ

う

ぼ

う

ぎ

か

い

べ

ん

き

ょ

う

上
田
市
に
関
心
を
持
ち
、
市
を
よ
く
す
る
方
法
や
議
会
の
し
く
み
を
勉
強

ぎ

い

ん

し

ぎ

か

い

い

っ

ぱ

ん

し

つ

も

ん

し
て
も
ら
う
た
め
、
子
ど
も
議
員
の
み
な
さ
ん
が
、
市
議
会
の

一
般
質
問

お

な

け

い

し

き

う

え

だ

し

ぎ

ょ

う

せ

い

し

つ

も

ん

と
同
じ
形
式
で
上
田
市
の
行
政
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

し

つ

も

ん

な

い

よ

う

わ

質
問
は
、
内
容
に
よ
っ
て
7
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と

し

つ

も

ん

し

ち

ょ

う

き

ょ

う

い

く

ち

ょ

う

し

ぎ

か

い

ぽ

ん

ぽ

ん

し

ゆ

っ

せ

き

し

よ

く

い

ん

に
質
問
し
、
市
長
・
教
育
長
を
は
じ
め
市
議
会
本
番
に
出
席
す
る
職
員
が

と
う
ぺ
ん

答
弁
を
し
ま
し
た
。

し
よ
う
ち
ゅ
う
.か

く

せ

い

か

ん

し

ん

し

せ

い

な

に

小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
は
ど
ん
な
こ
と
に
関
心
が
あ
り
、
市
政
に
何
を

の

ぞ

こ

ぎ

か

い

よ

う

す

し

よ

う

か

い

望
ん
で
い
る
の
で
し
ょ
う
。
子
ど
も
議
会
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

議ぎ ち長ょう ゃ柳なぎ沢さわ麻ま里り (第三中学校)

ふ副く 議ぎ ち長ょう 松まつざ崎きゆ豊たか(第五中学校)

こ国くさ際い交こう流りゅう
み宮やざ沢わ悠ゅう太た議ぎ員いん (北小学校)

-姉妹都市

み水ずさ沢わ正まさあ明き議ぎい員ん(浦里小学校)

ζプJιうマi.りJtIゅtう
今いま井い知とも子こ議ぎい員ん(南小学校)

平ひら能の お修さむ議ぎい員ん(第六中学校)

加か藤とう真ま梨り子こ議ぎい員ん(清明小学校)

施しせ設っ等とう建けんせ設つ丸まるや山ま正まさた貴か議ぎい員ん (豊殿小学校)

林はやし ひ宏ろ樹さ議ぎい員ん(塩田中学校)

い石しづ塚か 元もと議ぎ員いん (東小学校)

か環んき境ょうぎ行ょうせ政い
お荻ぎわ原らま誠こと議ぎい員ん(西小学校)

あ赤か羽は奈な津つ葉は議ぎい員ん(第四中学校)

た滝きざ沢わ早さ希き議ぎ員いん (第五中学校)

た滝きざ沢わ美み里さと議ぎ員いん (塩尻小学校)

ふ福く祉しぎ行ょうせ政いか川わな中か麻ま由ゆ美み議ぎい員ん(東塩田小学校)

さ斉い藤とうの規りあ朗き議ぎ員いん(第四中学校)

商しょ工うこう・か観ん光こう
坂さかく口ち ま舞い議ぎ員いん(神科小学校)

小こや山ま裕ゅう也や議ぎ員いん (中塩田小学校)
.こ交うつ通うぎ行ょう政せい

丸まるや山ま り諒ょう議ぎ員いん (第二中学校)

な永が井い あ綾や議ぎい員ん(第二中学校)

た竹けう内ちけ賢ん太た郎ろう議ぎ員いん (川辺小学校)

香かや山ま雅まさ子こ議ぎ員いん (神川小学校)

道どう 路ろぎ行ょうせ政い
牧まき野のあ彩や子こ議ぎい員ん(川西小学校)

小こ嶋じまあ麻さ美み議ぎい員ん(第一中学校)

松まっ木き多た恵え議ぎい員ん(塩田中学校)

は林やし奈な々な議ぎい員ん(第六中学校)

平ひら田たま昌さひ大ろ議ぎ員いん (城下小学校)

教きょう育いくぎ行ょうせ政い
安あだ達ちた妙え香己議ぎ員いん (塩田西小学校)

お太お田たかーずた鷹か議ぎい員ん(第一中学校)

江えむ村らゅ勇う樹き議ぎい員ん(第三中学校)

しつもんぶんや しつもんぎいん

・質問分野と質問議員

し

ぎ
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っ
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ん

な

に
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市
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刈
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し

せ
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せ

ん

ば

川

市
議
会
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
対
す
る
質
疑
を
し
た
り
、
市
政
全
般

せ

ん

き

ょ

え

ら

ぎ

い

ん

こ

う

せ

い

じ

よ

う

き

ょ

う

し

よ

う

ら

い

ほ

う

選
挙
で
選
ば
れ
た
議
員
で
構
成
さ
れ
に
つ
い
て
、
そ
の
状
況
や
将
来
の
方

し

み

ん

ぜ

ん

た

い

だ

い

ひ

ょ

う

き

か

ん

し

ん

か

ん

が

き

い

っ

ぱ

ん

し

つ

も

ん

る
市
民
全
体
を
代
表
す
る
機
関
で
す
。

針
な
ど
の
考
え
を
聞
く

一
般
質
問
な

い

く

ふ

く

し

お

こ

な

し

み

ん

だ

い

ひ

ょ

う

し

ゃ

そ
こ
で
は
、
教
育
に
つ
い
て
、
福
祉
ど
を
行
い
ま
す
。
市
民
の
代
表
者
で

ど

う

ろ

ぎ

い

ん

?

っ

し

み

ん

こ
え

ぎ

よ

う

に
つ
い
て
、
道
路
に
つ
い
て
な
ど
、

あ
る
議
員
を
通
じ
て
市
民
の
声
を
行

し
み
ん

せ
い
か
つ

か

ん

け

い

せ

い

は

ん

え

い

市
民
の
生
活
に
関
係
の
あ
る
こ
と
に
政
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

し

ち

ょ

う

こ

ん

か

い

こ

ぎ

い

ん

つ
い
て
、
市
長
を
は
じ
め
と
す
る

今
回
の
子
ど
も
議
員
の
み
な
さ
ん

し

つ

こ

う

き

か

ん

ぎ

ろ

ん

け

ん

と

う

お

こ

な

し

つ

も

ん

い

し

よ

う

ち

ゅ

う

が

く

せ

い

だ

い

執
行
機
関
と
議
論
し
、
検
討
を
行
い
の
質
問
は
、
言
わ
ば
小
中
学
生
を
代

ひ

ょ

う

こ

え

ぎ

ょ

う

せ

い

っ

た

ま
す
。

表

し
、
そ
の
声
を
行
政
に
伝
え
て
い

し

ぎ

か

い

て

い

き

り

ん

じ

し

つ

も

ん

な

い

よ

う

市
議
会
は
、
定
期
ま
た
は
臨
時
に
く
た
め
の
も
の
で
す
。
質
問
の
内
容

い

っ

て

い

き

か

ん

ぎ

み

ぢ

か

が

つ

こ

う

か

ん

け

い

一
定
の
期
間
だ
け
開
か
れ
ま
す
。
議
も
、
身
近
な
学
校
に
関
係
す
る
こ
と

い

ん

し

ち

ょ

う

だ

ぎ

あ

ん

員
が
、
市
長
か
ら
出
さ
れ
た
議
案
に
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
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ω
辞
川
祝の
-口長
討
議
州
ム
一
品
ふ
議
申
市
制
幸
わ

t
l
川石

し

ぎ

か

い

ぽ

ん

ぽ

ん

お

な

て

つ

づ

市
議
会
本
番
と
閉
じ
手
続
き
で

ぎ

か

い

む

ら

せ

と

お

る

じ

つ

こ

う

い

こ
ど
も
議
会
は
、
村
瀬
亨
実
行
委

い
ん
ち
ょ
う
ほ
う
で
ん
し
よ
う
が
っ
こ
う
ち
ょ
う

員
長
(
豊
殿
小
学
校
長
)
の
あ
い
さ

い
し
か
わ
み
ゆ
き
し
ぎ
か
い
ぎ
ち
ょ
う
し
ゅ
く
じ

つ
、
石
川
幸
市
議
会
議
長
の
祝
辞
か

は

じ

ぎ

ち

ょ

う

や

な

ぎ

さ

わ

ま

ら
始
ま
り
ま
し
た
。
議
長
の
柳
沢
麻

り

ふ

く

ぎ

ち

ょ

う

ま

つ

ざ

き

ゆ

た

か

里
さ
ん
、
副
議
長
の
松
崎
豊
さ
ん
の

し

よ

う

か

い

ゃ

な

さ

さ

わ

ぎ

ち

ょ

う

し

か

い

紹
介
の
あ
と
、
柳
沢
議
長
の
司
会
に

ひ

ら

お

て

つ

お

し

ち

ょ

う

よ
り
平
尾
哲
男
市
長
の
あ
い
さ
つ
。

ぎ

か

い

き

か

ん

き

あ

こ
の
議
会
の
期
間
を
決
め
る
に
当
た
っ

が

つ

か

に

ち

て
は
、

7
月
9
日
の
「
1
日
と
す
る

ぎ

こ
と
に
異
議
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
の

ぎ

ち

ょ

う

と

ぎ

い

ん

議
長
の
問
い
か
け
に
、
議
員
が

「異

し本信義ぎ
た番見無な
O とし
F手1おし-
II-IJな

じと
手て答主
続3え
きる
でな
進Zど
め、

り

れ
ま

市
議
会

ぎいん しつもん
子ども議員が質問

こ
く
さ
い
こ
う
り
ゅ
う
し
ま
い
と
し
こ
う
り
ゅ
う

『
国
際
交
流
・
姉
妹
都
市
交
流

に
つ
い
て
」
か
ら

一
般
質
問
で
は
、
ま
ず
「
国
際
交

流
・
姉
妹
都
市
交
流
に
つ
い
て
」

4

に

ん

ぎ

い

ん

し

つ

も

ん

人
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

も

ん

か

な

ら

て

あ

質
問
す
る
と
き
に
は
、
必
ず
手
を
上

ぎ
ち
ょ
う

こ
え

げ
「
議
長
」
と
声
を
か
け
て
か
ら
登

だ

ん

し

ち

ょ

う

と

う

べ

ん

し

ゃ

お

な

壇
し
ま
す
。
市
長
ほ
か
答
弁
者
も
同

じ
で
す
。
質
問
は
、
こ
れ
ま
で
も
学



子ども特集
校
で
姉
妹
都
市
と
の
交
流
や
、
国
際

交
流
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
交
流
を

す

す

な

い

よ

う

も
っ
と
進
め
て
ほ
し
い
と
い
う
内
容

で
し
た
。
答
弁
で
は
、
姉
妹
都
市
の

ひ
ょ
う
ご
け
ん
い
ず
し
ち
ょ
う
ち
ゅ
う
が
く
せ
い
ま
い
と
し
う
え

兵
庫
県
出
石
町
の
中
学
生
が
毎
年
上

田
市
に
来
て
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
どねん

の
交
流
を
し
て
い
る
こ
と
や
、

3
年

ま

え

し

ず

に

ほ

ん

か

い

前
に
タ
ン
カ
ー
が
沈
ん
で
日
本
海
を

あ

ぶ

ら

よ

ご

油
で
汚
し
た
と
き
に
は
、
上
田
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
上
越
市
の
海
岸

あ

ぶ

ら

と

の

ぞ

さ

ぎ

よ

う

さ

ん

か

の
油
を
取
り
除
く
作
業
に
参
加
し
た

ひ

と

ゅ

う

こ

う

こ

う

り

ゅ

う

と

し

人
が
い
る
こ
と
、

友
好
交
流
都
市
の

ち
ゅ
う
ご
く
ニ
ン
ポ

l
し

ま

い

と

し

ち

ゅ

う

が

く

せ

い

こ

う

中
国
寧
波
市

へ
は
毎
年
中
学
生
が
交

流
に
訪
問
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
話

が
あ
り
ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
方
法

の
交
流
が
あ
り
ま
す
が
、
で
き
る
だ

こ

う

り

ゅ

う

て

つ

だ

け
交
流
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
き
た

と
う
べ
ん

い
と
の
答
弁
で
し
た
。

つ

ぎ

し

せ

っ

け

ん

せ

つ

次
に
「
施
設
な
ど
の
建
設
に
つ
い

か

ん

き

ょ

う

ぎ

ょ

う

せ

い

ふ

く

て
」
、
「
環
境
行
政
に
つ
い
て
」
、
「
福

し

ぎ

ょ

う

せ

い

し

つ

も

ん

つ

づ

祉
行
政
に
つ
い
て
」
と
質
問
が
続
き

ま
し
た
。

か

ん

き

ょ

う

し

つ

も

ん

環
境
に
つ
い
て
の
質
問
で
は
、
ご

み
処
理
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
な
ど
、

が

つ

こ

う

じ

っ

せ

ん

じ

れ

い

し

よ

う

か

い

学
校
で
実
践
し
て
い
る
事
例
を
紹
介

し
な
が
ら
、
上
田
市
と
し
て
の
対
策

き

と

う

べ

ん

に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。
答
弁
で
は
、

し

つ

も

ん

か

て

い

質
間
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
家
庭
や
、

じ

ぎ

ょ

う

し

ょ

こ

が

た

し

よ

う

き

ゃ

く

ろ

事
業
所
で
の
小
型
焼
却
炉
で
の
ご
み

し
よ
う
き
ゃ
く

の
焼
却
を
で
き
る
だ
け
し
な
い
よ
う

ょ

に
こ
れ
か
ら
も
呼
び
か
け
て
い
き
た

か

ん

き

ょ

う

お

せ

ん

ふ

せ

じ

ゅ

主

品

う

た

い

さ

く

い
。
環
境
汚
染
を
防
ぐ
重
要
な
対
策

さ

い

り

ょ

う

へ

は
、
再
利
用
な
ど
で
ご
み
を
減
ら
す

き
ょ
う
り
よ
く

こ
と
な
の
で
み
な
さ
ん
も
協
力
し
て

ほ
し
い
と
答
え
ま
し
た
。

量歯菌歯菌醤醤醤醤
吉 いん しつもん

子ども議員が質問

学
校
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
質
問

か
ん
こ
う
こ
う
つ
う
ぎ
ょ
う
せ
い

観
光
、
交
通
行
政
に
つ

し

つ

も

ん

ぎ

い

ん

い
て
」
で
は
、
質
問
し
た
議
員
は
こ

ぎ

か

い

ま

え

じ

ぷ
ん

が

つ

こ

う

の
議
会
を
前
に
、
自
分
の
学
校
の
み

な
さ
ん
に
ど
ん
な
こ
と
を
聞
き
た
い

一"商;
工三

か
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ
た
と
の
こ
と

で
す
。
そ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、

う

え

だ

か

ん

こ

う

ち

し

上
田
の
観
光
地
を
あ
ま
り
知
ら
な
い

ひ

と

お

お

ほ

う

人
が
多
い
の
で
そ
の
ピ

1
ア
ー
ル
方

ほ

う

み

せ

ふ

ぼ

う

ぼ

う

法
や
、
お
庖
を
増
や
す
方
法
な
ど
に

し
つ
も
ん

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

ぎ
ち
ょ
う
こ
う
た
い

議
長
を
交
替

ぷ

ん

か

ん

き

ゅ

う

け

い

ふ

く

ぎ

ち

ょ

う

日
分
間
の
休
憩
の
あ
と
、
副
議
長

ま

つ

ざ

き

ぎ

ち

ょ

う

せ

き

す

わ

ぎ

の
松
崎
さ
ん
が
議
長
席
に
座
り
、
議

じ

し

ん

こ

う

っ

と

事

の
進
行
を

務

め
ま
し
た

。

ど
う
ろ
ぎ
ょ
う
せ
い

「
道
路
行
政
に
つ
い
て
」
は
、
い
ち

お

お

に

ん

ぎ

い

ん

し

つ

も

ん

ば
ん
多
い

6
人
の
議
員
が
質
問
。

ま

い

に

ち

と

う

げ

こ

う

き

毎
日
の
登
下
校
の
と
き
に
気
づ
い
た
、

あ

ぷ

か

ん

ふ

べ

ん

ど

う

ろ

危
な
い
と
感
じ
た
り
、
不
便
な
道
路

し
つ
も
ん

に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

と

う

ベ

ん

み

ち

答
弁
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
道
守
つ
く
り

く

る

ま

ゅ

う

せ

ん

す

す

め

ん

は
車
優
先
で
進
め
て
き
た
面
が
あ
り

つ

く

お

も

ど

う

ろ

ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
造
る
主
な
道
路

ほ

ど

う

ひ

ろ

に
つ
い
て
は
、
歩
道
を
広
く
す
る
、

だ

ん

さ

な

段
差
を
で
き
る
だ
け
無
く
す
な
ど
、

ほ

こ

う

し

ゃ

し

よ

う

が

い

し

ゃ

あ

ん

し

ん

歩
行
者
や
、
障
害
者
の
か
た
も
安
心

り

ょ

う

み

ち

づ

く

し
て
利
用
で
き
る
道
造
り
を
し
て
い

の

き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

と

ち

ゆ

ず

そ
れ
に
は
、
土
地
を
譲

っ
て
い
た
だ

い

え

い

て

ん

い
た
り
、

家
を
移
転
し
て
い
た
だ
い

か
ね

た
り
、
お
金
も
た
く
さ
ん
か
か
る
こ

ぜ

ん

ぷ

つ

う

が

く

ろ

と
な
の
で
、

全
部
の
通
学
路
に
つ
い

ほ

ど

う

つ

く

て
歩
道
を
造
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

ょ
う
ぼ
う

が
、
要
望
が
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て

じ

も

と

ひ

と

い

け

ん

き

は
、
地
元
の
人
た
ち
の
意
見
を
聞
く

か
い
ぜ
ん

な
ど
し
て
、
改
善
し
て
い
き
た
い
と

答
え
ま
し
た
。

こ

う

し

ゃ

し

つ

も

ん

校
舎
に
つ
い
て
質
問

き
ょ
う
い
く
ぎ
ょ
う
せ
い

「
教
育
行
政
に
つ
い
て
」

し
ろ
し
た
し
よ
う
が
つ
こ
う
こ
う
し
や
か
い
ち
く

城
下
小
学
校
の
校
舎
改
築
の
め
ど
に

し

つ

も

ん

か

い

ち

く

あ

つ
い
て
質
問
が
あ
り
、
改
築
に
当
た
つ

き

し

ぜ

ん

て
は
木
の
よ
さ
や
、
自
然
の
よ
さ
を

生
か
す
工
夫
を
し
て
も
ら
い
た
い
と

ょ
う
ぼ
う

要
望
し
ま
し
た
。

あ

た

ら

い

っ

ち

ゅ

・

つ

く

ら

ふ

る

新
し
く
で
き
た

一
中
に
比
べ
て
古

こ

う

し

ゃ

せ

つ

び

お

く

が

勺

こ
う

い
校
舎
、
設
備
が
後
れ
て
い
る
学
校

た
て
も
の

が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
建
物
が

ふ

る

き

け

ん

お

も

こ

う

し

ゃ

古
く
て
危
険
と
思
わ
れ
る
校
舎
な
ど
、

じ

ゅ

ん

じ

け

い

か

く

て

き

せ

い

び

順
次
計
画
的
に
整
備
を
し
て
い
く
と

で
は
、

聞~喧-園風-竺士一-

ぎちょう っと

議長を務めた
ゃなぎさわまり

柳沢麻里さん
(第三中学校 3年)

小
生
が
し
っ
か
り
し
て
い
て
、

し
つ
も
ん
な
い
よ
う

質
問
内
容
も
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

じ

ぶ

ん

し

よ

う

が

く

せ

い

と

き

自
分
が
小
学
生
の
時
に
あ
れ
だ
け
の

し
つ
も
ん

質
問
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
。

き

ょ

う

み

し

つ

も

ん

し

ん

た

い

興
味
が
あ
っ
た
質
問
は
、
身
体
に

し

よ

う

が

い

じ

ど

う

し

よ

う

が

つ

こ

う

に

ゅ

う

障
害
が
あ
る
児
童
が
小
学
校
へ
の
入

が

く

き

ぼ

う

ば

あ

い

が

つ

こ

う

学
を
希
望
し
た
場
合
、
学
校
は
受
け

入
れ
て
く
れ
る
か
と
い
う
こ
と
。
友

だ
ち
に
障
害
が
あ
る
人
が
い
た
の
で
、

と

う

べ

ん

な

い

よ

う

か

ん

が

答
弁
内
容
に
も
考
え
さ
せ
ら
れ
る
も

の
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
議
会
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ

ひ

と

い

け

ん

き

な
人
の
意
見
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

は
っ
そ
う

し
た
。
子
ど
も
の
発
想
は
ユ
ニ
ー
ク

な
の
で
、
大
事
に
し
て
も
ら
い
た
い
。

き

か

い

こ

ん

ど

し

つ

も

ん

機
会
が
あ
れ
ば
、
今
度
は
質
問
を
し

お
も

て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
え
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
質
問

し
ち
ょ
う
こ
う
ひ
ょ
う

が
あ
り
ま
し
た
が
、
市
長
の
講
評
に

ぎ

か

い

も
あ
っ
た
よ
う
に
「
子
ど
も
議
会
」

う
ん
え
い

は
ス
ム
ー
ズ
に
運
営
さ
れ
ま
し
た
。

し

よ

う

ち

ゅ

う

が

く

せ

い

そ

勺

ち

よ

く

い

小
中
学
生
の
み
な
さ
ん
の
率
直
な
意

け

ん

き

ち

ょ

う

見
は
と
て
も
貴
重
で
す
。
み
な
さ
ん

し

せ

い

み

ぢ

か

か

ん

ぎ

か

い

も
、
市
政
を
身
近
に
感
じ
、
議
会
に

あ

す

う

え

だ

し

つ
い
て
、
明
日
の
上
田
市
に
つ
い
て

か

ん

が

き

か

い

考
え
る
よ
い
機
会
と
な
っ
た
こ
と
で

l
u
よ
v

つ
。
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t

b

)
 

航
、
・
-
d
u
年

記
務
官
一
昇
和

う
を
は

ぷ
子

一K長
き
大
可
吋
中

ぎ
掌
戟
ざ
山
山
一J

五

く
昨
つ
公
恥第

E
ヨ重
3
E'
'E
・〆
t

、、

じ

ぜ

ん

け

ん

し

ゅ

う

ぎ

か

い

事
前
の
研
修
で
議
会
の
し
く
み
を

お

そ

ぎ

か

い

だ

い

ひ

ょ

う

し

ゃ

あ

っ

教
わ
り
、

議
会
は
、
代
表
者
が
集
ま
っ

う

え

だ

し

ぎ

ろ

ん

て
上
田
市
を
よ
く
す
る
よ
う
に
議
論

を
し
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
こ
と
が

理
解
で
き
ま
し
た
。

ぎ

じ

よ

う

り

っ

ぱ

き

ん

ち

ょ

う

議
場
は
立
派
な
と
こ
ろ
で
、
緊
張

し
ま
し
た
が
、
リ

ハ
ー
サ
ル
を
し
た

お
も

の
で
思
っ
た
よ
り
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
で

い

え

れ

ん

し

ゅ

う

き
ま
し
た
。
家
で
も
練
習
し
て
い
た

は

は

ぼ

う

ち

ょ

う

き

の
で
、
母
が
傍
聴
に
来
て
い
て
、
よ

く
で
き
た
と
言

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
場
を
通
じ
て
僕
た
ち

ょ

う

ぽ

う

と

い

の
要
望
が
取
り
入
れ
ら
れ
、
み
ん
な

い

け

ん

き

し

せ

い

の
音
山
見
を
聞
き
、
市
政
を
よ
く
し
て

た
の

い
っ
て
ほ
し
い
。
楽
し
く
で
き
た
の

き

か

い

い

ち

ど

で
、
機
会
が
あ
れ
ば
も
う

一
度
や
り

お
も

た
い
と
思
い
ま
す
。

11.8.16 
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仁

模

範

演

技

別
区
画

(
先
着
順
)
マ
募
集
期
間

岡
弘
れ
糾
問
マ
時
間
午
後
1
時
印
分

1
2
時

8
月
日
日
側
j
白
日

ω

上
田
市
電
設
業
協
会
の
皆
さ
ん
に
よ
り

学
校
の
樹
木
の
枝
下
ろ
し

上
田
市
電
設
業
協
会
の
皆

さ
ん
の
ご
厚
意
で
7
月
幻
目
、

小
中
学
校
の
敷
地
内
に
あ
る

樹
木
の
枝
下
ろ
し
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
千

曲
川
左
岸
の

7
校
で
、
高
所

作
業
車
な
ど
を
使
っ
て
日
ご

ろ
手
の
届
か
な
い
高
木
の
手

入
れ
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た。

中
学
校
の
英
語
学
習
に

新
し
く
2
人
の
A
E
T
(英語
指
導
助
手
)

~静叩.... 

Y 
.ジョセフ・ヒューズさん
アメリ力合衆国出身。

担当校は一中・ 二中・

三中・五中

中
学
校
の
英
語
学
習
で
は
、

4
人
の
外
国
青
年
が
A
E
T

(
英
語
指
導
助
手
)
と
し
て
、

英
語
科
の
先
生
と
共
に
授
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
2
人
が
帰
国

し
た
た
め
、
新
し
く
ジ
ョ
セ

フ
・
ヒ
ュ
ー
ズ
さ
ん
と
シ
ャ

ロ
ン

・
ウ
ォ

l
カ
ー
さ
ん
が

着
任
し
ま
し
た
。

-シャロン・ウォーカーさん
イギリス出身。担当校

は四中・塩田中・六中

鼎シリーズNO.2

青
春
の

ー
雑
誌
『
方
寸
』

山
本
鼎
は
与
謝
野
鉄
幹

・
晶
子
夫

妻
の
主
宰
す
る
『
明
星
』
へ
「
漁
夫
」

を
発
表
後
、
様
々
な
美
術
文
芸
雑
誌

に
版
画
や
調
刺
画
を
寄
稿
し
ま
す
。

美
術
学
校
在
校
中
に
は

「平日一
』
に

小
杉
未
醒
(
放
庵
)
、
平
福
百
穂
、

鹿
子
木
孟
郎
、
森
田
恒
友
、
石
井
鶴

三
ら
と
参
加
し
ま
す
。
ま
た
北
沢
楽

天
主
宰
に
よ
る
調
刺
マ
ン
ガ
雑
誌

『
東
京
パ
ッ
ク
』
へ

は
、
坂
本
繁
二

郎
、
川
端
龍
子
ら
と
参
加
し
ま
す
。

鼎
は
木
版
職
人
で
あ
っ
た
十
代
半

ば
ご
ろ
か
ら
、
多
く
の
友
人
に
恵
ま

れ
て
き
ま
し
た
。
石
井
柏
亭
も
そ
の

中
の
一
人
で
す
。
柏
亭
は
そ
の
こ
ろ
、

印
刷
造
幣
局
に
勤
め
る
か
た
わ
ら
紫

澗
会
(
洋
画
団
体
)
を
結
成
し
て
い

ま
す
。
鼎
も
画
家
を
志
し
、
こ
の
会

で
学
び
ま
す
。

1
9
0
7
年
(
明
治
判
年
)
鼎
は
、

石
井
柏
亭
、
森
田
恒
友
と
同
人
雑
誌

『
方
寸
』
を
創
刊
し
ま
す
。
菊
倍
判

8
ペ
ー
ジ

・
発
行
部
数
1
0
0
部
の

ー
…一国岡崎

地
問
山
市
町
出
器
山門露
軍

山
本
鼎

を
め
ぐ
る
仲
間
た
ち
ー

11. 8.16 [14] 

雑誌 『方寸』

月
刊
誌
、
定
価
は
十
二
銭
で
す
。
発

行
の
た
め
、

3
人
は
毎
月
5
円
ず
つ

を
負
担
し
ま
す
。
「
我
々

の
雑
誌
は

出
来
る
だ
け
洗
練
し
た
絵
画
と
出
来

る
だ
け
緊
縮
し
た
文
字
と
を
以
て
充

た
さ
う
と
思
ふ
」

(
『
方
寸
』
第
l

巻
2
号
よ
り
)
こ
の
芸
術
趣
味
あ
ふ

れ
る
雑
誌
は
、
4
年
間
で
通
巻
お
冊

発
行
さ
れ
、
明
治
末
の
文
学
界
、
美

術
界
に
絶
大
な
刺
激
を
与
え
ま
す
。

ま
た

「
方
寸
』
へ
寄
稿
し
て
い
た

北
原
白
秋
、
木
下
杢
太
郎
の
提
案
で
、

青
年
芸
術
家
グ
ル
ー
プ
「
。ハン
の
会』

を
創
設
し
ま
す
。
「
。ハ
ン
」

は
、
ギ

リ
シ
ャ
神
話
に
登
場
す
る
芸
術
を
好

む
半
獣
の
神
で
す
。
高
村
光
太
郎
、

荻
原
様
山
、
永
井
荷
風
、
谷
崎
潤
一

郎
ら
も
会
に
参
加
し
ま
す
。
鼎
た
ち

は
、
互
い
に
刺
激
し
あ
い
競
争
し
あ

い
な
が
ら
、
各
々
の
個
性
と
才
能
を

発
見
し
て
い
く
の
で
す
。
彼
ら
の
中

に
は
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
か
ら
帰
国
し
た
ば

か
り
の
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
美
術
の
新
思

潮
を
い
っ
ぱ
い
に
浴
び
た
芸
術
家
も

い
ま
す
。
そ
し
て
鼎
も
新
し
い
画
壇

の
風
に
触
発
さ
れ
、
渡
欧
を
決
意
す

る
の
で
す
が
、
そ
の
大
き
な
き
っ
か

け
と
な
る
の
は
、
柏
亭
の
妹

・
み

っ

と
の
恋
の
破
局
だ
っ
た
の
で
す
。



『
上
司
帯
帝
国
路
間
予
定
こ
つ
の
で
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市
制
施
行

ω周
年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
『
上
田

市
誌
』
が
、
今
年
刊
月
初
旬
に

3
冊
、
平
成

η
年
2
月
に

3
冊
刊
行
の
は

こ
び
と
な
り
ま
す
。

『
上
田
市
誌
』
は
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
読
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

・
読
み
や
す
く
、
わ
か
り
や
す
い
、
「
で
す
、
ま
す
文
体
」

・
う
す
い
本
、
や
わ
ら
か
な
表
紙
で
、
持
ち
や
す
い

別
世
紀
ま
で
の
上
田
を
伝
え
る
地
方
誌
の
集
大
成
で
す
。
予
約
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
電
話
、

F
A
×
で
も
け
つ
こ
う
で
す
。
多
く
の
皆
さ
ん

の
購
読
を
お
願
い
し
ま
す
。

マ
問
い
合
わ
せ

-7月
定
例
会

7
月

8
日
術
開
催
し
た

7
月
定
例

会
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

審
議
事
項

一
上
田
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
運

営
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

欠
員
補
充
に
伴
う
1
人
の
委
員

の
委
嘱
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

二
上
田
市
立
図
書
館
協
議
会
委
員

の
任
命
に
つ
い
て

任
期
満
了
に
伴
う

8
人
の
委
員

の
任
命
に
つ
い
て
審
議
し
、
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

マ
図
書
館
協
議
会
委
員
(
敬
称
略
)

増
田
勝
仁
(
学
校
代
表
者
)

両
川
富
美
(
社
会
教
育
団
体
代
表
)

滝
沢
良
忠
(
社
会
教
育
委
員
)

市
誌
編
さ
ん
室
(
固
因
⑧
9
7
4
1
)

山
口
忠
久
(
公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
)

高
遠
和
秋
(
学
識
経
験
者
)

安
井
幸
次
(
学
識
経
験
者
)

山
浦
美
幸
(
学
識
経
験
者
)

宮
島
房
子
(
学
識
経
験
者
)

三
平
成
ロ
年
成
人
式
に
つ
い
て

平
成
日
年
に

5
会
場
で
開
催
し

た
成
人
式
を
、
平
成
ロ
年
は

4
会

場
で
開
催
す
る
案
に
つ
い
て
審
議

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

四
今
後
の
学
校
給
食
の
セ
ン
タ
ー

化
に
つ
い
て

自
校
給
食
校
の
セ
ン
タ
ー
化
に

つ
い
て
審
議
し
、
城
下
小
学
校
の

改
築
時
に
は
、
従
来
の
方
針
ど
お

り
セ
ン
タ
ー
化
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

-7月
mm
日
附
臨
時
会

第
五
中
学
校
で
発
生
し
た
事
故
の

対
応
策
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
上
田

市
い
じ
め
等
対
策
連
絡
協
議
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。

『上田市誌』

編さんだより⑬

学校教育のあゆみ
一豊殿小を例にー

市誌編さん室岡③9741 

こ
こ
に
載
せ
た
絵
図
は
、
明
治
ぬ

年
の
豊
殿
小
学
校
沿
革
史
に
編
集
さ

れ
て
い
た
も
の
で
す
。

こ
の
り
っ
ぱ
な
た
た
ず
ま
い
を
も
っ

た
明
治
期
の
学
校
、
そ
の
あ
ゆ
み
を

た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

校
名
の
豊
殿
小
学
校
の
「
豊
殿
」

由
来
は
と
い
う
名
称
は
ど
こ
か

ら
き
た
の
で
し
ょ
う
。
個
性
的
で
字

の
と
お
り
豊
か
さ
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
学
校
の
名
称
は
、
明
治
幻
年
の

町
村
制
実
施
の
と
き
に
さ
か
の
ぼ
り

ま
す
。
こ
の
制
度
に
よ
っ
て
、
隣
接

の
村
々
が
合
併
し
、
新
し
い
豊
里
村
、

殿
城
村
が
で
き
ま
し
た
。
両
村
が
協

議
を
し
て
、
組
合
立
豊
里
殿
城
尋
常

小
学
校
を
創
立
し
ま
し
た
。
こ
の
と

き
の
名
称
が
始
ま
り
と
な
り
ま
す
。

初
め
は
、
旧
学
校
の
「
修
道
」
と
意

見
が
ま
と
ま
っ
た
の
で
、
県
に
申
請

し
た
と
こ
ろ
、
県
の
例
規
で
は
、

「
校
名
は
そ
の
所
在
地
の
名
称
を
用

い
る
こ
と
」
に
な
っ
て
い
て
許
可
に

な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
ふ
た

つ
の
村
名
が
校
名
に
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
昭
和
白
年
に
両
村
が
合
併

し
、
校
名
は
豊
殿
村
立
豊
殿
小
学
校

と
な
り
、
さ
ら
に
上
田
市
立
豊
殿
小

学
校
へ
と
受
け
つ
が
れ
て
き
ま
し
た
。

校
医
さ
ん
は
明
治
目
年
勅
令
第

い
つ
か
ら

2
号
に
よ
っ
て
、

学
校
衛
生
事
務
に
関
し
て
、
同
年
4

月
1
日
よ
り
市
町
村
立
各
学
校
に
、

学
校
医
を
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
中
吉
田
の
開
業
医
岡
本

正
喜
が
、
つ
ぎ
は
大
日
木
の
開
業
医

今
泉
金
十
郎
が
就
任
し
た
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

父
兄
母
姉
学
校
と
家
庭
の
連
絡

懇
談
会
を
は
か
る
た
め
に
、

明
治
お
年
3
月
幻
日
に
、
父
兄
母
姉

懇
談
会
が
初
め
て
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
は
、
毎
年
春
と
秋
の

2
回

聞
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ヲ;ア_.:"- ";11/:時晴開1'!Ii';""""-:~，，，都世宮 司 一 、 、可帥F

豊里殿城尋常高等小学校実写図
(明治39年同校沿革史)

学

校

の

明

治

5
年
に
発
布
さ
れ

資
金
は
た
「
学
制
」
で
は
、
教

育
の
費
用
は
民
費
に
よ
っ
て
ま
か
な

う
も
の
と
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

わ
ず
か
な
官
費
の
補
助
が
あ
り
ま
し

た
が
、
小
学
校
の
設
立
維
持
は
、
学

区
内
の
寄
付
、
諸
集
金
、
人
足
に
よ
っ

て
ま
か
な
わ
れ
ま
し
た
。
豊
殿
小
学

校
の
沿
革
史
の
「
本
校
に
対
し
功
労

の
あ
る
も
の
の
略
記
」
に
は
、

「
学
校
の
資
金
を
集
め
て
、
そ
の
利

子
で
学
校
の
経
費
を
補
う
た
め
、
学

区
内
の
有
志
者
の
積
金
を
募
集
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
と
く
に
芳
田
村
久

保
田
正
種
、
殿
城
村
田
中
救
孝
が
主

と
な
っ
て
ほ
ん
そ
う
し
、
つ
い
に
金

三
千
有
余
円
の
巨
額
を
得
る
こ
と
が

で
き
た
。
・
:
そ
の
利
子
で
学
校
の
経

費
の
大
部
分
を
補
い
、
あ
る
い
は
授

業
料
の
大
半
を
補
助
す
る
こ
と
が
で

き
、
民
力
の
休
養
に
な
り
就
学
を
多

く
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
記
録
さ

れ
て
い
ま
す
。

学
校
の
あ
ゆ
み
を
た
ど
っ
て
い
く

う
ち
に
、
明
治
の
村
民
た
ち
が
、
い

か
に
学
校
の
基
礎
づ
く
り
に
参
加
し
、

教
育
と
い
う
営
み
に
協
力
し
た
か
、

そ
の
努
力
の
大
き
さ
、
深
さ
に
感
動

を
覚
え
ま
し
た
。

『
上
田
市
誌
』
「
学
校
教
育
の
あ

ゆ
み
」
の
な
か
で
、
先
人
の
労
苦
、

そ
の
生
き
か
た
に
せ
ま
れ
る
よ
う
に

と
考
え
て
い
ま
す
。
資
料
な
ど
あ
り

ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

[ 15 ] 11. 8.16 



マ半身1-

ノ、ヲ、
俳句・ 135旬
計・ 387作品

数一稿
一
投
一
の
一
月
一

今

一
昨

机

短

川

162首、
90旬、

投稿先/干386-0025上田市天神 2-4 -74 
上田市教育委員会「教育うえだ」係

投稿方法/はがきに短歌・俳句・ 川柳の別

を明記し、氏名・自治会名をご記入のうえ

毎月18日までに投かんしてくださ L、。

短
歌

宮
崎

盛
登
選

神

科

新

屋

古
川

隆
子

う
か
ら
等
の
霊
弔
は
む
と
峡
深
く
尋
ね

永
し
み
堂
に
ゆ
る
る
灯
火

石

神

関

清

人

大
般
若
読
経
の
声
は
堂
に
満
ち
外
の
面

の
新
縁
朝
日
に
映
ゆ
る

大

屋

竹

内

昌

子

や
ま
い

病
持
ち
ひ
と
り
ゑ
ら
し
の
老
い
吾
は
介

護
保
険
の
い
成
り
ゆ
き
み
つ
む

副
四
川
門

倉

升

和

田

と

く

よ

母
の
日
に
貰
い
し
み
ど
り
の
パ
ジ
ャ
マ

着
て
梅
雨
寒
む
の
夜
を
ぬ
く
も
り
眠
る

小

牧

宮

島

正
き

ざ

ゅ

う

あ

か

ね

梅
雨
の
晴
れ
間
わ
づ
か
に
兆
す
タ
茜
い

の
ち
ひ
び
か
せ
詳
の
鳴
き
つ
ぐ

松

尾

町

大

石

治

す
さ
ま
じ
さ
雨
音
し
き
り
に
目
覚
め
い

て
梅
雨
明
け
近
、
さ
遠
雷
を
聞
く

新

町

青

島

喜

美

江

霧
雨
を
受
け
し
蜘
抹
の
巣
く
っ
き
り
と

プ
ラ
チ
ナ
色
に
揺
れ
て
埠
や
く

下

郷

土

原

宗

雄

鞍
を
つ
け
仕
事
を
習
う
若
牛
の
た
ん
ぽ

ふ

ぜ

い

の
風
情
消
え
て
久
し
き

下

紺

屋

町

山

浦

良

一

わ
が
ヰ
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公
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捉
ふ
ま
だ
使
聴
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と
心
は
守
つ
め
り

別

所

温

泉

増

津

源

一

信
州
の
鎌
倉
め
ぐ
り
虎
杖
を
古
塔
に
さ

さ
げ
青
葉
追
ゆ
く
下

之

郷

工

藤

文

枝

豆
山
に
仲
睦
ま
じ
く
寄
り
添
い
て
雨
に

た
た
ず

作
む
夫
鎌
道
祖
神
上

堀

工

藤

じ

ゅ

ん

初
夏
の
風
に
ゆ
れ
ゐ
る
古
り
し
杉
み
や

し
ろ
め
ぐ
る
陽
だ
ま
り
の
な
か

北

大

手

安

藤

洋

子

夫
に
向
け
令
掌
の
手
を
開
く
ご
と
泰
山

木
の
花
ほ
こ
ろ
び
ぬ手

塚

池

田

五

郎

や

ま

か

い

久
し
振
り
訪
ね
し
家
の
静
も
り
で
山
峡

の
村
に
心
安
ま
る
小

泉

清

水

悦

男

た
ん
ぽ
ぽ
に
幼
な
さ
造
び
重
ね
つ
つ
茎

笛
鳴
ら
し
し
日
を
な
つ
か
し
む

蛇

沢

佐

藤

初

枝

帰
り
来
る
わ
が
後
を
追
い
泣
く
孫
の
声

を
残
し
て
乗
る
新
幹
線

御

所

白

川

昇

新
居
の
七
夕
の
夜
は
五
月
間
天
の
ロ
マ

ン
ス
む
な
し
か
り
け
り

下
紺
屋
町
石
倉
か
津
子

純
白
の
マ

ー
ガ
レ
ッ
ト
が
咲
‘
.さ
つ
づ
き

五
月
の
空
に
映
え
て
す
が
し
さ

(
評
)
仮
名
遣
い
、
新
旧
ま
じ
ら
ぬ
よ
う
に
。

選
者
詠

絶
え
間
な
く
霧
の
流
る
る
奥
社
参
道
仲

は
わ
ら
び

び
し
葉
蕨
雫
を
こ
ぼ
す

集
-
・
秘
書
課
(
困
⑫
4
1
0
0
岡
③
5
1
1
1
)

編
-
・
庶
務
課
(
回
@
5
1
0
0
剛一
@
6
7
6
1
)

#~ 
伺

矢
島

渚
男
選

口
口
問
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保

野

清

水

ゆ

き

子

械
悔
す
る
よ
う
に
全
校
羊
取
り
日

小

牧

片

岡

て

つ

深
サ
吸
し
て
大
百
令
の
ひ
ら
さ
け
り

凪
門
川
U

岩

下

尾

沢

袈

裟

信

枝
豆
の
尽
き
て
休
ま
る
手
え
か
な

八

木

沢

小

林

さ

よ

子

両
手
よ
り
こ
ぼ
れ
て
格
の
よ
く
跳
ね
る

緑

が

丘

山

寄

淳

代

麦
秋
の
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
旅
の
窓

手

塚

池

田

五

郎

お
蚕
や
棚
下
に
寝
た
日
も
あ
り
さ

西

脇

中

沢

喜

代

子

水
替
、
え
て
金
魚
大
き
く
見
え
る
朝

築

地

倉

津

昭

夫

パ
イ
パ
イ
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
の
夏

帽
子

小

泉

木

村

シ

モ

声
変
れ
で
は
じ
め
て
知
る
や
夏
の
風
邪

岩

門

永

井

澄

子

朝
霧
に
見
え
隠
れ
し
て
座
禅
羊

千

曲

町

神

原

晴

一

ひ
と
し
さ
り
・
鳴
い
て
去
り
け
り
閑
古
鳥

新

田

松

井

正

信

梅
雨
の
中
木
比
屋
の
里
を
巡
り
け
り

下
紺
屋
町
小
島

昼
寝
覚
め
力
の
湧
く
を
待
っ
て
を
り

材

木

町

大

谷

文

子

表
札
を
子
に
取
り
勢
、
え
る
梅
雨
の
呆

選
者
吟

沢
蟹
が
廊
下
に
居
り
ぬ
梅
雨
深
し
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川
柳

山
崎

鮮
紅
選

同
川
門

長

島

土

屋

夢
を
追
う
部
活
の
孫
の
厚
い
胸

八

木

沢

池

田

芳

正

趣
味
一
つ
持
っ
て
老
後
の
愛
を
追
い

長

島

小

池

友

幸

一
日
の
反
省
風
呂
が
長
く
な
り

山

口

角

地

好

子

亡
さ
母
の
裕
、
衣
が
似
合
う
歳
と
な
り

日
同
凶
凹

朝
，u1二

方言二

寛

丸

堀

荻

野

ま

つ

江

流
れ
行
く
母
雲
子
雲
に
あ
る
旅
情

西

脇

中

沢

希

余

朝
顔
が
明
日
の
希
笠
を
抱
い
て
い
る

下

之

郷

工

藤

文

枝

お
出
か
け
の
予
定
日
え
も
傘
マ

l
ク

愛

宕

町

中

井

比

奈

江

紫
陽
花
の
水
ぶ
と
り
し
て
梅
雨
明
け
る

小
学
校
四
年
生
の
大
屋
の
白
井
ひ
と
み
さ

ん
が
、
家
の
猫
が
初
め
て
鼠
を
捕
ら
え
て
き

た
の
を
見
て
五
七
五
に
し
た
。

初
め
て
の
狩
を
然
、
え
た
る
猫
の
顔

こ
れ
が
川
柳
だ
。
鼠
を
捕
ら
え
る
に
狩
り

を
使
っ
た
の
は
正
し
い
表
現
だ
。
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